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序

近年の報道活動の中で文化 。生活に関する紙面の割合が非常に高 くなってい

ることに気づ くとともに、なかでも伝統文化 。歴史文化等の地域に根ざした記

事が注目をあつめております。これは高学歴社会、高齢化社会、余暇時間の増

大のあらわれの中で、市民の多様化した学習ニーズが漸次高揚していることの

反映ともいえましょうか。

こうした社会的背景をもとに文化財行政の一環 として今年度も高まりつつあ

る学習ニーズに対し、さまざまな事業を起案して実施してまいりました。本書

はそうした実施事業の成果をまとめ報告するものであります。

今度はこうした成果について詳細な分析と検討を行いより高次の事業企画を

立案し、市民のなおいっそうのニーズに答えるべく努力する所存であります。

市民のみなさんのさらなるご支援並びにご助言をお願い申し上げ刊行のごあい

さつとします。

昭和61年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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1.本書は、仙台市教育委員会社会教育課文化財管理係、文化財調査係が昭和60年度に行った

文化財の調査、普及、啓蒙活動、保護管理に関する各事業についての年度報告書である。

2.調査報告は、昭和60年度実施した発掘調査のうち独自に概報もしくは報告書にまとめるに

至らなかった小規模な発掘調査 6件の概報を掲載した。      、

3.本書の編集は、文化財調査係渡辺誠、文化財管理係山口宏があたった力X係員全員の協力を

あおいだ。



I.事業報告

1.管理関係

事 業 名 事 業 内 容

ω

　

　

一

般

又

化

財

文化財保護委員会の開催 定例会 (隔 月隅数月)5回及び臨時会

建造物 1作、絵画 5作、工芸 6作、

有形文化財に指定した。

2回、計7回 を開催。

考古資料1作、古文書7作、計20作 を市の

文化財パンフレットの作成 『郡山遺跡』の発行 (5ヶ 年の成果をもとに作成)

『仙台の古建築 I・ I・ Ⅲ』の増刷。

説明板・標柱の設置 標柱7基 を設置。(設置対豪文化財

山古墳、猫塚古墳、愛宕山古墳群、

台屋敷横穴群、根添館跡、弁天囲古墳、

下飯田薬師堂古墳)

大塚

辻 標 の 設 置 5基 を設置。(森徳横丁/百騎丁、堤町/奥州街道、道場小路/弾正横丁、霊屋

下/瑞鳳寺前丁、大坂/大町頭)

“広報ぶんかざい"の発行 毎月1回発行。市民に文化財に対する理解を深めてもらうと共に、市内の文化財

を様々の形で紹介。

文化財めぐり,講座・考古展

の開催

実 施 行 事 名 講  師  等 参 加 者 実 施 月 日 容内

「P■t人学ナウJ

O職人技の科学

0「使 う」と「つ くる」の

関係学

O原町

一職人のまちを歩 く―

(古川工業高校教諭 )

千葉  久 (鍛冶職人 )

時松 辰夫

(東北工業大学講師 )

佐藤 和男 (桶職人 )

力]藤  宏

(仙台市歴史民俗資料館 )

安達今朝治

(桶職人)ほか。

15名

30名

40名

昭和60年 6月 23日 個)

H召 和60年 6月 29日 0

昭和60年 7月 17日 い

モノを作る人間とモノを使 う人間が一

所に住むことは大切である。

これを前提として、市内で現在活躍 し

ている戦人さんの仕事を訪ねて、職人さ

んの話を聞くとともに、それに関係のあ

る話を講師にしていただいた。

「平家琵者のひ み ,つ」 森田  稔
(宮城教育大学教授 )

垣内 幸夫

(宮城教育大学講師 )

山内とも子

(平曲研究保存会 )

と50名 昭和60年 11月 2日 ロ

生の演奏 を聴 きながら、仙台で保存活

動が行われている平家琵琶=平曲の魅 力

を多角的に紹介。

「仙台平野の古墳展」

0古墳展

0シ ンポゾウム

○考 古 展

○シンボジウム

大塚 初重

(明治大学教授 )

高橋 富雄

(盛岡大学教授 )

伊藤 玄三

(法政大学教授 )

氏家 和典

(県立白石女子高校長 )

川崎 和夫

(山形考古学会 )

名

名

昭和60年 10月 11日 ④

～ 10月 16日 l■N

昭和60年 10月 12日 ω

仙台平野 に展開 された古墳文化 を市民

に展示 を通 して紹介するとともに、「東

北 における古墳文化の崩芽 と展開」 とい

うテーマでシンポジウムを開催。東北 に

おける仙台平野の古墳文化 を位置付 けて

もらった。

「親 と子の文化財め ぐり」 文 化 財 調 査 係 職 員 親子で30組 昭和60年 7月 29日 ①
市内に点在する各時代を代表する遺跡

をバスで見学。

「体験学習」

文 化 財 調 査 係 職 員

おヽ 学 校

6年 生

(2小学校 )

地域の歴史 を体験 を通 して理解 しても

らうために、実際 に発掘調査 をやってみ

た り、スライ ドや遺物 を通 して仙台市の

弥生時代 を学習 した。

・ 鹿野小学校 6年生 (7月 6日 、 7月
8日 ～ 7月 11日 、12月 7日 )

。向山小学校 6年生 (7月 8日 )

文 化 財 調 査 係 職 員
小  中学生
及び教諭
30名 (公募 )

昭和60年 8月 5日

～ 8月 7日

実際に発掘調査・出土遺物の接合など

を体験してもらった。



事   業  名 容内業事

般

一又

財

実 施 行 事 名 講  師  等 参 方H者 実 施  月 日 内 容

民俗芸能のつ どいパー トユ

「祭 りと芸能のこころ

一仙台神楽の特色―」

千葉 雄 市

(民俗芸能研究家)

蒻[生町樫崎法 F「神楽保存会

120名 昭和61年 3月 23日 (日 )

千葉氏の講演 と宮城県 を代表する法 Fp

神楽の演技。

第 8回 考古展

「先人からのメッセージ」

(会場)

市役所 1階 ロビー 2,000名
昭和61年 3月 20日

～ 3月 29日

1年間の発掘調査の成果の展示 と啓蒙

普及活動の紹介。

文化財分布調査
59年度に引き続き、仙台市岩切地区に分布する板碑 (中世の供養碑)の所在確認

調査を行った。 2ヶ 年の調査のまとめとして報告書を刊行 した。

文化財指定候補物作調査
建造物 5作の調査を東北大学工学部教授佐藤巧氏に委託 し、実施 した。(調査建造

物 ;輪王寺山門、大願寺山門、昆沙門堂唐門、TBp岡 天満宮唐門、シップル館)

無形民俗文化財記録保存
今年度は、県の無形民俗文化財に指定されている大崎八幡4申社の能イ申楽をビデオ

に収録 した。

指定文化財の維持管理

国指定史跡睦奥国分寺跡、

国指定史跡陸奥国分尼寺跡

市指定史跡三沢初子の墓など、山田上ノ台遺跡

除草・清掃を委託で実施。

一― 除草・清掃及び樹木剪定を委託で実施。

文化財の防災点検
恒例の文化財防人デー (1月 26日 )に伴ない、市消防局により事前査察の実施。

防火デー前日には防災訓1練が各所で行われた。

大年寺惣門修復

昭和59年度市有形文化財に指定された大年寺惣門の解体修復工事を実施 した。解

体にあたり、東北大学工学部教授佐藤巧氏が調査を実施 し、復原図を作成。その

設計にもとずき工事を実施。屋根は本瓦葺きとした。

②
　
　
補

助

事

業

県資補助事業

指定文化財保存事業

大崎八幡ネ申社 (国宝・重文)。 東照宮 (重 文)一― 防災設備の保守点検及び

一部修理に対し補助。

睦奥国分寺薬師堂 (重文)一一 防災設備の保守点検に補助。

無形文化財保存事業

館山甲午氏 (平曲技術保持者)、 甲田絵郎氏 (精好仙台平技術保持者)、 大崎

八幡神社能神楽保存会の技術保持事業に対し補助

県指定有形文化財

旧仙台城板倉の防災設備 (火 災報知器)の設置事業に対し補助。

国庫補助事業

陸奥国分寺跡土地買上げ事業

国指定史跡陸奥国分寺跡の土地孔,33935ポ を先行取得で買収。これを合め

て約21,100ポ の土地を取得した。 (指定史跡面積の23%に あたる。)

遠見塚古墳環境整備事業

市民の活用をはかるため、公衆便所、水飲場、外灯 6基を補助を得て設置。

郡山遺跡ほか発掘調査事業

① 郡山追跡 一-5月 から調査を開始し、10地区を調査。約 1,800ド の発掘

調査を行った。その結果、方四町の区画を伴 う第Ⅱ期官衛

域の政庁部分についてその範囲を確認した。

② 仙台平野 一一 富沢水田追跡 2ヶ所、仙台東郊条里跡・教塚古墳 。大年寺

惣門・睦奥国分尼寺跡各 lヶ所、那山遺跡 7ヶ 所について

調査を実施 した。中でも郡山追跡では、方四町の区画を伴

う第Ⅱ期官衡域の商門跡を確認した。



2.調査関係  (昭和60年度埋蔵文化財発掘調査事業概要)

昭和60年度発掘調査事業は、国庫補助事業として①郡山遺跡 ②イ山台平野の遺跡群の発掘調

査がある。自主事業として③富沢水田 ④五本松窯跡 ⑤上野の各遺跡の公共事業に係る発掘

調査がある。受託事業として⑥～⑨富沢水田 ⑩六反田 ①若林城跡 ⑫鍛冶屋敷A ⑬松木

⑭沖野城閉 ⑮五城中北窯跡の各遺跡の民間等の開発に係る発掘調査がある。以下それぞれの

概略について述べる。

①、②については、前述の国庫補助事業の項目を参照。

③富沢水田遺跡では、弥生時代から近代までの7時期以上にわたる水田跡と古墳時代初めと

思われる小区画水田が検出され、中世の居住域と考えられる遺構も検出された。

④五本松窯跡では、半地下式の登窯が3基検出され、3号窯より陰刻花文軒丸瓦 (多賀城Ⅳ

期)が出土。昭和61年度も継続調査の予定。

⑤上野遺跡では、縄文土器片 (中期)が若干出土。

⑥～⑥富沢水田遺跡では、小規模な調査区であったが弥生時代から平安時代にかけての水田

面を検出。

③富沢水田遺跡では、地下鉄関連の継続調査であるが、弥生時代中期の水田跡の広がりと、

その下層にも水田面が存在することを確認。

⑩六反田遺跡では、奈良時代の竪穴式住居跡1軒他と弥生時代の遺物包含層を2層検出。

①若林城跡では、古墳時代中期から後期にかけての古墳の周 !ゝ、 平安時代の竪穴式住居跡 4

軒、濤 1条、近世の土壊 1期 を検出。

⑫鍛冶屋敷A遺跡では、平安時代の竪穴住居跡2軒、中～近世の井戸1基を検出。

⑬松木遺跡では、平安時代の竪穴住居跡2軒、中～近世の井戸1基を検出。

⑭沖野城跡では、大濤 1条検出、木製品出土。

①五城中北窯跡では、10世紀半ばから後半にかけての竪穴遺構3基検出。
昭和60年度発掘調査の概略

追  跡  名 時   代 種   類 調査面積 調査期 間 担 当 職 員 報告書 事 業 別

1 郡 山 遺 跡 古墳～奈良 官 衡 跡 1,800∬ %～ % 木村 。長島・佐藤 (美 ) 第86集 国庫補助

2 仙台平野の追跡群 弥生～近生 /～ % 結城 ・渡辺  長島 第87集

3 富沢水田遺跡 (D 弥生～近世 生産遺跡 %～ % 釜森  小野 手  渡部・ 斎野・ 衷 川・

松本 (清)鈴 木  高橋 (泰 )・ 高橋 (勝 )
自主事業

4 五 本 松 窯 跡 平安 蒻 ～ 随 佐藤 (甲 )

5 上 野 遺 跡 縄 文 集 落 跡 %～ % 工藤 ・千葉 第88集

6 富沢水 田遺跡 12) 弥生～平安 生産追跡 %～ % 渡辺 第94集 受託事業

7 %～ % 佐藤 (甲)渡辺

8 平安 斃～%
9 弥生～平安 %～ % 後原・吉岡 第89集

0 六 反 田 遺 跡 縄文～平安 集 落 跡 %～ 騒

若 林 城 跡 占墳～平安 %～ % 佐藤 (中 )・ 佐藤則之(県教委) 第90集

2 鍛 冶 屋 敷 A遺 跡 平安 %～ % 工藤 千葉 第94集

3 松 木 遺 跡 平安～近世 %～ % 第95集

沖 野 城 跡 中世 城  跡 %～ 斃 渡辺 第94集

五 城 中 北 窯 跡 平安 生産違跡 210 斃～% 緒 城 第92集



昭和60年度発掘届 (通知)一覧 昭和61年 2月 28日 現在

整理番月 遺  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (ll19 処  置 逮 跡 の 性 格

C-511若  林  城 若林三丁目8-8 解体新築 104 49 立 会 t 館跡 (中世 )

2 C-301富 沢 水 田 鹿野三丁 目221-] 住宅新築 78 85 生産14(弥 生～平安、平安以降)

3 C-102南  小  泉 古城三丁 目308-J 84 56 集落跡 (弥生～平安時代 )

C-226田     子 田子字小広 目33-1 倉庫 新 築 306 °° 集落跡 (平 安時代)

5 C-102南  小  泉 南小泉三丁目12-15 住宅新築 39 60 集落跡 (弥生～平安時代 )

6 C-429穴  田  東 堤m」二丁目 1-14 99 252 窯跡 (平安 )

C-102南  小  泉 這見塚一丁 目34-4 76  G 集落lTI(弥生～平安時代 )

8 C-301富 沢 水 田 泉崎 一 丁 目31-5 住宅増築 198 92 生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

9 C-301富 沢 水 田 富沢四丁目308-20 住宅新築 158 °2

10 C-142向 山 高 裏 人木山緑町 1-1 合宿所新築 集落跡 (縄 文中期 )

C-101蕪     沢 岩切字山崎西187-5 住宅新築 98 64 集落跡 (縄 文～平安時代 )

12 C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目210-3 86 °S
生産PI(弥 生～平安、平安以降)

13 C-524田 母 神 屋 敷 浦生字鍋沼40 住宅建替 366 44 館跡 (近 世 )

C-125新    紐 茂庭字大沢50-1 住 宅 新 築 111 集落跡 (縄 文、古墳、平安時代)

15 C-102南  小  泉 遠見塚二丁目222-18 住宅増架 27 86 集落跡 (弥生～平安時代 )

16 C-511若  林  城 古城二丁 目 3-1 職業訓練棟新築 事 前 館跡 (中 世 )

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻1番21、 31 住宅新築 102 6B 立  会 集落跡 (平安時代 )

18 C-102南  小  泉 古奴三丁 日205-] 住宅改築 184 3G 集落跡 (弥生～平安時代 )

19 C-277矢    来 郡山字新橘南 7-1他 宅地造成 6,550 °3 事 一副 集落跡

C-135鴻  ノ 某 岩切字余ノロ16-2 住宅新築 85 29 立 会 ヤ 集落跡 (古墳～中世 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-12 56 9° 生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

C-113安  久  束 西中田四丁目210、 2-11 79  ° 集 落 跡 (弥 生 、 古 jrt、 余 良 、

C-108上    野 富田字上野中19-17 住宅改築 190 23 集落跡(縄 文〔中期〕奈良、平安)

C-507今  泉  城 今泉字久保田95番 ユ2 住宅新築 館跡 (中 世 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3番 53 71 °2
生産跡 (古墳、奈良、平安,寺代)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3番 35 63 96

27- 28 C-50ユ 他  台  城 川内追廻無番地 追廻住宅76号 住宅改築 城館跡 (近 世 ,

C-104郡     山 郡山五丁目2142、 216-1 住宅新築 180 °4 一 部 調 査
奮衡jlT(首頸〔木期,～

奈良〔初期])

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目20-■ 89 84 立  会 生産跡 (弥生～平安、平安州4)

C-141菖  蒲  沢 鶴ケ谷字菖蒲沢31-18、 3ユ ー19 57 38 集落跡 (縄 文、奈良、平安時代)

C-301富 沢 水 田 長町七丁目301-25 住宅増築 生産FI(弥 生ヽ平安、平安以降 )

C-287欠 ノ 上 I 郡 山字谷地田西 3番 60 住宅新築 60 96 生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

C014教 塚 古 墳 泉崎一丁目32番 5 屋外駐車場造成 事 前 古墳 (後期 )

C-101孫     沢 山崎 西94-1、 95 住宅新築 81 1538 立  会 集落lPI(縄文～平安時代 )

C-102南  小  泉 古 城 三 丁 目地 内 下水遭管理設工事のための畑 集落跡G小生、古墳、奈良、平安)

C-501仙  台  城 川 内 東北大学附属図書館刺三堺 2 780 城館lTT(近世 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-55 住宅新築 56 9° 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-102南  小  泉 南小泉字遠見塚西92-H 195 53 集落 (弥 生～平安時代 )

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目22、 29 ビル建設 600 °° 事 前 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 長町南四丁目12-6 事務所新築 立  会

C-141菖  蒲  沢 鶴 ケ谷字菖蒲沢317番地 住宅新築 93 42 集落跡 (縄 文、奈良、平安時代)

C―■3安  久  東 西中田四丁目 2番 10、 H 86 ° 集 落 ,Ⅲ (弥 生 、 古 IA、 本 良 、

C-223種  田  町 福田区二丁目■34番 3号 74 9° 築落跡 (平安 )

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目17-3 住宅増築 23 63 生産跡 (弥 生ヽ平安、平安以降)

C-240萩 ケ 丘 萩ケ丘 9-1 学校ブール循環装置の設置 14 89 葉 落 P亦 (縦 文、奈良、平安時代 )

C-301宮 沢 水 田 泉崎一丁目25-1 住宅新築 104 77 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻1番282、 283 集落跡 (平安時代 )



整理番号 rif  跡   名 所  在  地 原 因 開発面積 (nal 処  置 進 PIの 性 格

C-301宮 沢 水 回 泉崎一 J‐ 日28-9 住宅新架 362 ・°
立 会 t 生産跡 (弥 生～平安、平安以降 )

C-301宮 沢 水 田 泉崎一丁目19-4 93 98

C-135鴻  ノ 巣 岩切字鴻ノ某1401、 1407 373 16 集落跡 (古墳～中世、中世以降 )

C-198袋    東 長町南三
「

日33-6 集落跡 (古壊～平安時代)

C-506沖  野  城 沖野字館西 78、 78179外 宅地 造 成 4 879 ° 館l14(中 世 )

C-520富  沢  舘 富沢字館15 住宅新築 209 92 立  会 館跡 (戦国時代 )

C-421束 郊 条 里 南小 泉宇 t曲 ■3-4 倉庫新梁 133 7, 奈良、平安期の行政区画

C-208後  河  原 中田町字前沖18-3 住宅増築 15 集落P赤 (奈 良、平安時代 )

57 C-287欠 /上 I 郡山字谷地 FE西 3警 56 住宅新築 68 °5 生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

C-301富 沢 水 田 長町南三
「

目 8-7 196 88 生遊跡 (弥生～平安、平安以降 )

C-301富 沢 水 田 富沢一丁 目11番地 倉庫新笑 254

C-136   栗 西中田七丁目 7-1 仮校舎建設 150 66 集落14(弥 生、古墳、奈良、平安)

61 C-509」  ヽ 鶴  城 小鶴字怪舗53-3 住宅新築 97 3° 館跡 (中 世 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-63 17 
°°

生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西1～ 8、 1～ 10

C-501仙  台  城 川内追廻住宅26丹 40 °° 城館 ,小 (近世 )

C-301富 沢 水 日 泉崎 一 丁 目33-7 72 78 生産跡(弥 生～平安、平安以降)

C-301宮 沢 水 田 泉崎二
「

目19-コ 134 °4

67^ヤ 7ユ C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西352タト4 生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

72 C-301宮 沢 水 円 泉崎二 丁目14-11 140 2 生́・r跡 (弥 生～平安、平安以降)

73 C-208後  河  原 中田町字前沖29-13 集落P赤 (奈 良～平安時代 )

C-113安  久  東 西中田四丁目12-8 282 7
楽 落 r/1(弥生 、古 IA、

C-208後  河  原 中田字後河原24-1 解体新築 101 BS 集落跡 (奈 良～平安時代 )

76 C-301富 沢 水 田 長町南三丁目16-7 住宅増築 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-101燕    沢 岩切字山崎西1081、 1082 住`t新 築 92 ・ 4
集落PI(紐文～平安時代 )

C-104郡     山 部 山三
「

日35-76 言街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-301富 沢 水 田 泉崎―
「

目19-4 住宅増築 生産ザ赤(弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 富沢一丁目12-15 住tt新 築

C-193山 田 ヒノ台 山田上 ノ台町 521 擁壁工事 147
集落跡 (|イメ別口石器

～黎Lk、 平安、|[戸 )

C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲70-22 住宅新築 72  7 奈良、平安期の行政区画

C039秩警盤釧 大野田字宮脇 2-22 住宅増染 古峻 (6世紀 )

C-278欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-H 住宅新築 54 9° 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-176出    花 中野宇出花89 130 42 集落PI(奈 良、平安時代 )

C-301畠 沢 水 田 鹿野三丁目217-8 住宅増築 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 長町七丁目301-33 厚生宿合新築 290 3? 事 前

C-287欠 ノ 上 1 郡 山字谷地田西 3-58 住宅新築 立 会 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-104那     山 那山五 丁目 2-21 住宅新築 105 12 官街II(古墳〔末期〕～奈長〔初期〕)

C-501仙  台  llll 川内追廻住子七59号 解体新築 59 88 城館跡 (近 世)

C-301亀 沢 水 田 泉崎―丁目29 独身寮新築 311 67 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-504茂 ケ 山奇 城 向山四
「

目161の 内166 ン新梁 979 47 館跡 (南北朝～室町1手代)

C-301富 1尺 刻く 田 長町南三丁 日301、 2、 3010 住宅新架 73 54 生産Itl(弥 生～平安、平安以降)

C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲70-13 100 75 奈良、平安期の行政区画

C-102南  小  泉 逮 見塚一 丁日2372外 4挙 宅地造戒 105 12 事 一副 集落跡 (弥 生古墳、奈良、平安)

C-175西    原 蒲生二丁目 2-18 工場建築 680 85 立  会 集落跡 (奈 皇、平安 )

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁 日210-2 住宅新築 128 °6 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-421束 郊 条 里 南小泉字七曲70-17、 70-18 事務所新築 81 20 奈良、平安期の行政区画
.

C-223福  田  町 福田町二丁 目1231-2 住宅新築 60 86 集落跡 (平安 )

C-300下 ノ 内 浦 長町市四 丁目33 94 68 集落跡 (奈 良～平安 )



警理番弓 遺  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  置 進 跡 の 性 格

C-268長  町  南 長町南二丁目41-21 住宅新築 85 °7
立 会 ヽ 遺物散布地

C-262台 原 二 丁 目 台原二丁目319-29 住宅塔築 窯跡 (平安 )

C-305萩 ケ 丘 B 萩 ケ丘24-8 住宅改築 集落跡 (縄 文)

C―ユ97六  反  田 大野田字六反田 6-7 101 95
集 落 跡 (イは文 、弥 生 、古 lrt、 余 良

平 安 、江 戸 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-25 住宅新築 68 39 生産PT(古 墳、奈良、平安時代)

C-104郡     山 君Б山三丁目35-86 住宅改築 60 52 宮街跡 (古墳〔末期〕～奈良〔初期〕

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目29-6 共同住宅新築 事 一則 生産跡 (弥 生ヽ平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目15-4、 5 ビル新 築 75 50 立 会

C-104郡     山 郡山五丁目152-5、 7 宅地造成 899 °2
事 削 官街跡(吉墳〔末期〕～奈良〔初期〕

111 C-501仙  台  城 川内追廻住宅227号 住宅改築 34 73 立 会 t 城館跡 (近世 )

C-421東 郊 条 埋 南小泉字七曲70-15 住宅新築 128 76 奈良、平安期の行政区画

C-428B堤
即」

彎 鴻 点 荒巻字山田16-1 車庫塔築 17 °3 窯跡 (平安 )

C-234町  屋  致 六丁 目字鶴代 9-1 倉庫新築 170 °°
試   掘 集落跡 (平安時代 )

C-301富 沢 水 田 富沢一丁目13 事務所新築 104 39 事 前 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 長町商四丁目16-3、 4 共同住宅新築 1 499 95

C-287矢 ノ 上 I 君【山字谷地田西 3-47 住宅新築 67 °2 立  会 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-104郡     山 郡山六丁目 3-5 ガス管敷設 10°° 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕

C-223福  田  町 福田町二丁目1134-1 住宅新築 51 28 集落lPI(平安 )

C-108上     野 富田字人幡中69-2 住宅増築 集落跡 (縄 文、奈良、平安 )

C-445長 命 荘 窯 跡 小松島三丁目24 幼稚園増築 242 °3 窯跡 (平安 )

C-lol蕪    沢 岩切字山崎西1011、 102、 103 住宅新築 58 °B 集落跡 (縄文～平安時代 )

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目291-15 83 64 集落跡 (弥 生、古墳、奈良、平安)

C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲70-23 54 65 奈良、平安期の行政区画

C-104郡     山 部山三丁目19～ 21、 五丁目8～ H 側溝工事 2,000 °° 事 前 宮街ll(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目21-14 住宅新築 117 立 会 ヽ 生産跡 (弥 生～平安、平安以降)

一
一

C-509小  鶴  城 小鶴字屋舗53 共同住宅新築 188 39 館跡 (中 世 )

C-104郡     山 郡 山五丁目 2-22 住宅改築 78 25 試 掘 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-225鶴  巻  Ⅱ 福室字鶴者2番 60、 613、 47-3、 64、 65 給油所建設 400 °° 立 会 , 集落跡 (平安 )

C-523和 田 織 部 舘 蒲生一丁目 2-10 住宅新築 105 62 館跡 (近世 )

C-141菖  蒲 沢 鶴ケ谷字菖蒲沢321、 322、 323 共同住宅新築 297 96 集落跡 (縄 文、奈良、平安時代)

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁 目220-4 事務所新築 335 °2 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-223福  田  町 福田町二丁目11345、 6、 7 住宅新築 92 
ク4 集落跡 (平安 )

C-287久 ノ 上 1 郡山字谷地田西 3-17 7661 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-205矢 ノ 上 Ⅱ 郡山字谷地田東22-23 167 2'

C-135鴻  ノ 某 岩切字上手外東11-] 119 91 集落跡 (古墳～中世、中世以降)

C-135鴻  ノ 巣 岩切字三所北115-2 稽古場新築 49 68

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目 4-ユ 住宅新築 95 49 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目33-2 23 9°

C-501仙  台  城 川内 1番地の 1 コンクリー ト塀工事 14 °° 城館跡 (近 世)

C-199新     田 長町南二丁目601、 691 住宅新築 進物集散地

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目 8-6 住宅増築 24 ° 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-234明  屋  敷 六丁 目字北屋敷前10-6 事務所新築 350 °° 試 掘 集落跡 (平 安時代 )

C-198袋    東 長町南三丁目37 住宅増設 19 98 立 会 ヤ 集落跡 (古墳～平安時代 )

C-104郡     山 郡山二丁目56-32 住宅改築 24 60 官街lI(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-104郡    山 郡山二 丁目H2-2 89 34

C-184人  生  沢 岩切字入生沢25-3 住宅新築 98 95 遊物散布地 (平安時代 )

C-104郡     山 郡山五丁目 2-2] ガス管敷設工事 官衛跡(古墳〔末期)～ 奈良〔初期〕)

C-217中 田 神 社 裏 西中田一丁目20-12 神社社殿改築 250 °° 遺物散布地 (古墳、平安 )



笞理番号 遺  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  蒼 連 跡 の 性 格

152 C-102南  小  泉 遠見塚一丁目27-1 住宅増築 58 24 立  会 集落跡 (弥 生、古墳、奈良、平安)

153 C-301富 沢 水 田 長町南三丁目14番 10 住宅新築 119 86 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 泉崎一 丁目33-10 事務所増築 72  °

C-301富 沢 水 田 泉崎二丁目19-10 住宅新築 82 70

C-301富 沢 水 田 底沢二丁 目220-3、 4 共同住宅新築 386 °°
試 掘

C-234明  屋  敷 六丁目字北屋敷前17-3 住宅増築 164 31 立  会 集落跡 (平安時代

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁日29-10 住宅新築 99 49 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-265 Hr    東 柳生字雷 7、 82、 9、 ■、14、 52 743 °8 遺物集散地 (平安 )

C-501仙  台  城 川内無番地 テニスコー ト新設 2.500 °° 城館跡 (近世 )

C-501仙  台  城 川内 1番地の 1 社務所増築 47 °3

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目2110、 2113 寮 新 築 240 °° 事 前 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 長町南三丁 目93、 94 に本販売店新築 I 立  会

C-301富 沢 水 田 長町字中谷地26-21 車庫、物置増築 43 2°

C-301宮 沢 水 田 長即r南三丁目14-6 住宅新築 79 91

C-416杉 i黍 東 窯 跡 台原六丁目101番 地 5 住宅新築 67 96 窯跡 (近世 )

C-301富 沢 水 回 泉崎一丁目12-10 共同住宅新築 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-140安    久 西中田五丁目 6-1 住宅新築 169 47 笑落跡 (奈良、平安 )

C-402荒 /3k一 本杉窯 台原二丁目34-5 106 8] 窯跡 (平安 )

C-301富 沢 水 田 賞沢一 丁目10-9 138 29 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

171 C-104郡     山 郡山三丁目205-8 78 1° 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-301富 沢 水 田 富沢―
「

目12-ユ 住宅増築 105 6B 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-234明  屋  敷 六丁目字庚田南 1 倉庫新築 241 60 試 掘 集落跡 (平安時代 )

C-235地  蔵  浦 六丁目字 行屋前■-1 車庫新築 199 88 立  会 集落跡 (中 世 )

C-234明  屋  敷 六丁目字北屋敷前13-1 倉庫新築 438 ? 試 掘 集落跡 (平安時代 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-21 住宅新築 89 35 立  会 生産跡 (古墳、奈良、平安コ寺代)

C-301富 沢 水 日 鹿野三丁目214-1 共同住宅新築 684 45 事 一削 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-18 住宅新築 67 46 立 会 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 1-12、 島

C-102商  小  泉 遠見塚二丁目15番地内 防人水糟設置 40 96 試 掘 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-301富 沢 水 田 富沢二丁目205-2 共同住宅新築 160 9] 立  会 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-501仙  台  城 サ1内 植物園記念館 864 °° 事 前 城館Fl(近 世)

C-507今     泉 今泉字久保日47-1 共同住宅新築 108 96 立 会 館跡 (中 世 )

C-104郡     山 郡山一 丁目16-19 解体新築 90 64 宮衛跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地口西 1-17 lI宅 新 築 56 55 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目221番 10 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-223福  田  町 福田町二丁目1068、 1069 110 64 集落跡 (平安)

C-301富 沢 水 田 長町南四丁目 2-1 15  ° 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-104郡     山 郡山五丁目 5 ガス管敷設工事 1 
°° 官衛跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-144A汚 田 通 A 山田根岸前 19、 20-1 砂利採取 2,470 °° 事 前 集落跡 (継文、平安)

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目219-1 住宅新築 686 28 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-421東 郊 条 里 蒲阿字上手下中17-」 93 15 立 会 奈良、平安時代の行政区画

C-224鶴  巻  1 福室字鶴巻 1番 15、 18 151 48 集落跡 (平安時代 )

C-248沼  原  C 茂庭台二丁目13-1] 64 19 集落跡 (縄 文～平安以降 )

C-223福  田  町 福田町二丁目1134-4 集落跡 (平安 )

C-104郡     山 八本松二丁目36-5 135 °8 盲衛跡(古墳〔末期〕～奈良[初期〕)

C-301富 沢 水 田 長町南四丁目10-5 共同住宅新築 166 82 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-290青 山 二 丁 目 青山二丁目39-1、 40-1、 4 七地造成 4 557 72 事 前 集落跡 (奈 良～平安 )

200 C-102南  小  泉 遠見塚一丁目26-5 解体新築 立 会 集落路 (弥生、古墳、奈良、平安)



整理番; 造  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  置 逮 跡 の 性 格

C-501仙  台  城 川内追廻住宅125号 解体新築 42 1 立 会 城館跡 (近 世 )

C-301富 沢 水 田 長町南三丁目12-10 住宅新築 56  9 生産II(弥 生～平安、平安以降)

C-421東 効 条 里 南小泉七曲91-1 共同住宅新築 234 eO 事 前 奈良、平安期の行政区画

C-109人  来  田 人来田三丁目133 住宅新築 67 95 立 会 集落跡 (縄文〔中期〕)

C-234明  屋  敷 六丁目庚田南 6-2 事務所新築 300 °° 集落跡 (平安時代 )

C-421東 郊 条 塁 南小泉字七曲 7-20 住宅新築 97 °°
奈良、平安期の行政区画

C-141菖  蒲  沢 岩切字菖蒲沢西26-9 住宅新築 52 17 集落跡 (縄 文、奈良、平安時代)

C-301富 沢 水 田 長町南三
「

目20-9 87 78 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

210 C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲90-18 奈良、平安期の行政区画

C-504茂 ケ 山奇 城 長町字茂 ケ崎481、 49 城館跡 (南北町～室町時代 )

212 C-109人  来  田 人来田三丁目89-2 146 37 集落跡(縄 文〔中期〕)

2ユ 3 C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-27 60 96 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-233山     口 富沢一丁目 1番地 4 118 °°
生産跡 (縄文～平安、中世)

C-193山 田 上 ノ台 山田字根岸前21-1 社務所新築 44 53
鞍 、 江 D

C-301富 沢 水 田 富沢二丁目201-9 住宅新築 76 18 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

217 C-104郡     山 郡山三丁目35-39、 35-64 住宅増築 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-133   町 鈎取本町一丁目92-21 lI宅 新築 90 °° 集落跡 (縄 文、古墳、平安 )

C-301宮 沢 水 田 長町南四丁目15-7 納戸新築 198 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-187志    波 宮千代二丁目10-23 解体新築 60 ・ 5
集落跡 (奈 良、平安)

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目209-6 住宅新築 65 69 _●F落跡 (奈 良～平安 )

C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲36-33、 36-34 倉庫解体新築 49 68 奈良、平安期の行政区画

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目226 新 築 350 °° 事 前 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-208後  河  原 中田町字前沖29-15 住宅新築 54 65 立  会 集落跡 (奈 良～平安時代)

C-208後  河  原 中田町字前沖29-14 住宅新築 54 8B

C-421東 郊 条 里 南小泉字七曲75-6 住宅増築 4 奈良、平安期の行政区画

C-108上    野 富田字上野西421、 7、 10 排水管理設 50 °° 集落跡 (縦 文、奈良、平安 )

C-507今     泉 谷泉宇久保田東822、 832、 87 住宅新築 131 96 館跡 (中 世 )

C-301富 沢 水 日 鹿里予三■
‐
目224番 4 共同住宅新築 76 19 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

一
２３ C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目21-16 105 92

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目21-4 130 53

C-135鴻  ノ 巣 岩 切字二所北 132-3 住宅増築 10 試 lE 集落跡 (古墳～中世、中世以降)

C-192土    樋 土樋一丁目1938、 11、 14～ 17 解体新築 171 立  会 集落跡 (縄 支 )

C-189松  ケ  岡 八木山本町一丁目26-5 住宅増築 34  2

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-13 住宅新築 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-225鶴  巻  Ⅱ 福室字鶴巻 2番47-3他 宅地造成 32 53 集落跡 (平安 )

C-287欠 ノ 上 I 郡 山字谷地田西 3-57 住宅新築 85 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-504茂 ケ 崎 城 長町字茂 ケ崎 8番 1 墓域整傭 12 
°° 館跡 (南北朝～室町時代)

C-228戸   ノ  ロ
西 平 一 丁 目 54-3、 5

宅地 造 成 7,758 51 試 掘 集落lI(縄文、弥生、平安末)

C-168北  屋  敷 六丁目字屋敷21番 地 1 農作業所新築
集落跡 (平 安 、中 世、

江 戸 木期 、明治 初 jIB)

C-421東 条 条 里 南小泉七出70番地 12 住宅新築 99 86 立  会 奈良、平安期の行政区画

C-416杉  添  東 台原六丁 目20710、 ■、12 46 37 窯跡 (近 世)

C-301富 沢 水 田 富沢二丁 目201-8 54 9° 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-101燕     沢 燕沢東三丁目5281、 2 擁壁工事 2,122 22 事 一削 集落跡 (縫 文～平安時代 )

C-240萩  ケ  丘 萩ケ丘14248、 14249 住宅新築 53 39 立 会 し 集落跡 (縄文、奈良、平安時代)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-42 56 
°° 生産跡 (吉墳、奈良、平安時代)

C-104郡     山 郡山三丁目 8-ユ 先外 上水道布設工事 190 °° 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-104郡     山 部山二丁目15-1 事務所増築 213 96

C-301富 沢 水 配 長町南三丁目18-1 住宅新築 120 °° 生産跡 (弥生～平安、平安以降)



聾理番弓 遺  跡  名 所  在  地 原 囚 開発面積 (nl) 処  置 遺 跡 の 性 格

C-233山     口 富沢一丁目12-13 歯科医院新築 100 °°
立 会 t 生産跡 (縄 文～平安、中世 )

C-301富 沢 水 田 宮沢字泉崎24-5 住宅新築 130 °° 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-287欠 ノ と 1 郡山字谷地田西 3-54 58 35 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-287欠 ノ 上 I 部山字谷地日西 3-9 140 °8

C-419国  分  寺 木下三丁目35-2 倉庫新築 82 °9
奈良、平 安

C-301宮 沢 水 田 長町南四丁目81、 88 住宅新築 640 58 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C l10B羽 黒堂 前 B 山田耳し前町50138、 39、 83 住宅増築 泉落跡 (縄文、古墳、平安)

C-505北  目 城 郡 山四丁目107他 店舗新築 2 598 °° 試 掘 館跡 (室町～江戸 )

C-301富 沢 水 田 富沢二丁目201H 住宅新築 174 85 立 会 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

一
２６ C-301富 1尺 水 田 泉崎二丁目15-3、 4、 6、 7 121 °°

C-287矢 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-51 70 °8 生産跡 (古墳、奈良、平安時代 )

C-233山    
「

1 富沢一丁目12-13 115 °°
生産跡 (縄 文～平安、中世 )

C-198袋    東 長町南三丁目36-10 135 °° 集落跡 (古墳～平安時代 )

C-301富 沢 水 田 長町七丁目12 職員宿舎新築 346 ・ 9
事 】則 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 長田r南 三丁目 3 住宅新築

C-104郡     山 長町字東台畑 7-5 解体新築 88 °6 立 会 ヤ 官衛it(古墳(末期〕～奈良〔初期〕)

C-168北  屋  敷 六丁目字屋敷21番 地の 1 共同住宅新築 2,481 25
集落跡 (平 安 、中世 、

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目11-15 住宅新築 30 °° 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-233山     口 泉崎一丁目33-17 店舗新築 106 82 生芝FI(縄 文～平安、中世)

C-176出    花 中野字出花22号 -6、 7 住宅新築 305 97 集落FI(奈 良、平安時代)

C-232人 木 山 緑 町 八木山緑町22 教会新築 174 98 試 掘 集落跡 (縄文、奈良、平安)

C-208後  河  原 中田町字前沖58外 4筆 宅地造成 4.422 ク 集落跡 (奈良、平安1寺代)

C-235地  蔵  浦 六丁 目字行屋前 12 工場新築 126 °°
立 会 ヤ 集落171(中 世 )

C-233山     口 富沢四丁目3081、 30822 住宅新築 110 °° 生産跡 (継文～平安、中世)

C-501仙  台 城 ナ1内 追廻住宅60号 30 °°
城館跡 (近世 )

一
２８ C-506沖  野  城 沖野字館西7811、 79-20外 63 98 城館跡 (中 世 )

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目13-2 共同住宅新築 81 82 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-506沖  野  城 沖野字館西793、 79-19 住宅新築 304 城館跡 (中 世 )

C-301富 沢 水 日 泉山奇二 丁目205、 6、 7 共同住宅新築 70 2° 試 掘 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-102南  小  泉 古城三丁 目25-2 事務所新築 391 62 立  会 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-301富 沢 水 日 長町七丁 目23-12 住宅新築 87 169 事 ユ削 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-113安  久  東 西中田四丁目 4 便所新築 10 試 掘
集落跡 (弥生 、● IIt、 奈 良 、

平安 、中 世、近 世 )

C-301富 沢 水 田 泉崎二丁目15-2 店鋪新築 150 °° 立  会 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-176出    花
中野 学 出 花 24プロ ック

住 宅 新 築 209 26 集落跡 (奈良、平安時代)

C-509小  鶴  城 小鶴字屋舗39-2 解体 新 築 12732 城館跡 (中世)

C-102南  小  泉 遠見塚一丁目10-19 住宅新築 110 °° 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-444-本 松 窯 台原七丁 目22-6 67 25 窯TI(平 安)

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目27-2 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-233山     口 菖沢一丁目 3-] 店舗 新 築 280 °° 生産跡 (縄文～平安、中世)

C-176出    花
中 野 字 出 花 26、 27-1
中 野 字 出 花 字 只 屋 敷 124 住宅新築 133 集落跡 (奈長、平安時代)

C-501仙  台  城 川内追廻住宅325号 解体新築 40 B5 城館FT(近 世)

C-104郡     山 郡 山二丁目49-26 住宅増築 20 °° 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-193山 田 上 ノ台 山田上 ノ台四丁101-27 住宅新築 76 26
集 落 跡 (前期 1日 石 器 ～ 烈E文 、

平 安 、江 戸 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-64 109 26 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-301富 沢 水 田 富沢二 丁目207-5 119 57 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目■-17 97 65

C-102南  小  泉 南小泉字遠見塚西69-1 ―ルーム増築 53 88 集落PI(弥 生、古墳、奈良、平安)

'υ

Z亮
3 C-113安  久  東 西中国四丁目 7-5、 10 住宅新築 63  4

柴 落 跡 (弥 生 、古 tA、 奈 良 、



整理番号 遺  跡  名 所 在 地 原 因 開発面積 (ln) 処  置 進 跡 の 性 格

304 C-511商  目 城 銀杏町39-3 住宅新築 立  会 城館 lI(中 世 )

C-414月 日ヽ原前日窯〕 東仙台六丁目 6 借家新築 105 98 窯跡 (奈 良、平安 )

C-301富 沢 水 田 長町南一丁目140-17 住宅新築 生産跡 (弥生ヽ平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目18-2 事務所増築

C-508東 光 寺 城 岩切字入山22、 25番 地 庫裡増築 城館跡 (中世 )

C-506沖  野  城 沖野字館西79-14 住宅新築 78 67 城館ll(中世 )

C-014教 塚 古 墳 泉崎一丁目32-15 宅地造成 779 °4
事 前 古墳 (後期 )

C-413鶴 ケ 谷 窯 鶴 ケ谷二丁目 6-5 住宅増築 40 58 立  会 窯跡 (平 安)

C-102南  小  泉 商小泉字遠見塚西66-2 駐車場造成 60 6 事 一副 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-136   栗 西中田七丁目23-6 住宅新築 60 16 立  会 集落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-104郡     山 郡山五丁目152番 1号 電力鉄塔工事 70 56 事 享副 官イ.・J」亦(古墳〔末期〕～奈長〔初期〕)

C-136   栗 西中田七丁目23-5 住宅新築 60 16 立 会 宴落跡 (弥生、古墳、奈良、平安)

C-301富 沢 水 日 泉崎一丁目3歩 5、 3215 231 18 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 田 鹿野三丁目213-10 55 °°

C-301富 沢 水 日 泉崎二丁目22-1 83 86

C-101燕    沢 鶴ケ谷字菖蒲沢23-20 88 61 集落跡◆縄文～平安町0
C-240萩  ケ 丘 長町字越路14-71 226 9° 集落跡 (縄 文、奈良、平安時代)

C-511若  林  城 古城二丁目 2-1 霊安室新首 39 5 城館跡 (戦 回～江戸)

C-104郡     山 君Б山四丁 目309-4 住宅新築 87 77 官街ll(古墳〔末期〕～奈長〔初期〕)

C-225鶴  巻  Ⅱ 福室字緯巻 2番 6 工場 新 築 360 °° 集落跡 (平安 )

C-432蓬 石邑土蒐 青葉町 176-101 住宅新築 35 °° 祭祀進跡

C-287欠 ノ 上 Ⅱ 郡山字谷地田西 3-3ユ 69 49 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-501仙  台  城 川内追廻住宅367号 解体新築 城館跡 (近世 )

C-506沖  野  城 沖野字館西78-2 住宅新築 58  5 城館跡 (中世 )

C-301富 沢 水 田 長町南三丁目813、 815 61  ° 生産跡 (弥生⌒‐平安、平安以降)

C-223福  田  町 住宅増築 12 69 柴落跡 (平安 )

330 C-508東 光 寺 城 岩切字入山22-6 道路改良工事 670 °° 事 前 城館 ,赤 (中 世 )

C-506沖  野  城 沖野字館西78-5 住宅新築 73 °8
立  会 城館跡 (中 世)

C-506沖  野  城 沖野字館西79-12 76 8

C-104郡     山 郡山一丁目15-3 住
‐t改築 87 Sl 官街跡(古墳〔末期〕～奈良〔初期〕)

C-280前  沖  中 中田字前沖北86-5 住宅新築 183 θ]

遺物散布地 (古墳、奈良、平安)

C-501仙  台  城 川内 1-11、 1-13
改 修 工 事 333 3 城館跡 (近世 )

C-287欠 ノ 上 I 郡山谷地日西 1-1 住宅新築 19 78 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-524田 母 社 屋 敷 蒲生字鍋沼44-2 住宅増築 館跡 (近世 )

C-501仙  台  城 川内追廻住宅88 住宅新築 42 ・ 城館跡 (近世 )

C-233山     口 富沢一丁目 7-7、 7-8 63 ・
°

生産跡 (縄 文～平安、中世)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-44 59 6 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-235地  蔵  浦 六丁目字行屋前112、 12-2 ビジネスホテル増築 200 °°
試 掘 集落跡 (中 世)

C-287欠 ノ 上 I 郡山字谷地田西 3-39 住宅新築 77 29 立 会 生産跡 (古墳、奈良、平安時代)

C-135鴻  ノ 巣 岩切字三所南 157-1 解体新築 155 22 試 掘 集落跡 (古墳～中世、中世以降)

C-301富 沢 水 田 泉崎一丁目22-5 住宅新築 154 60 立 会 ヤ 生産跡 (弥生～平安、平安以降)

C-301富 沢 水 日 鹿野三丁目211-4 共同住宅新築 219 °°

C-234明  屋  敷 六丁目字庚田上14外 倉庫新築 1 820 °° 試 掘 集落跡 (平安時代 )

C-137新 田 北 町 新日西町四丁目23 住宅新築 165 92 立 会 | 遺物散希地 (平安 ?)



Ⅱ日調査報告

調 査 要 項

違 跡 名 沖 野 城 跡
冨 沢 水 田 遠 肋

五 本 松 窯 跡
中 谷 地 地 区 泉 崎 浦 地 区 富沢一丁 目地 区

所 在 地
仙台市沖野字館西
78他

鹿野三丁目26～
長町南四丁目 2

泉崎一丁目21-
10他 富沢一丁目13 台 ノ原三丁 目

601

調査期間
昭和60年 8月 19日

～ 8月 28日
4月 15日

～ 4月 30日
8月 26日

～ 9月 12日
9月 17日

～10月 11日
5月 8日

～ 6月 29日

調査面積 96∬ 33.5ポ 221∬ 63∬ 250ゴ

調査主体 仙 ム
ロ 市 教 育 委 員

人

調査担当 仙 台市教育 委員会社 会 教育課 文化財 調査 係

担当職員 佐藤甲二・渡辺 誠 佐藤甲二

第 1図 遺 跡 位 置 図
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沖 野 城 跡

1.遺跡の位置 と環境

沖野城跡 (仙台市文化財登録番号C-506)は、国鉄仙台駅の南東約4.5km、 仙台市沖野に位

置する(第 1図 )。 この地区は、近年宅地化が急速に進み、農地は減少の一途をたどっている地

域である。本遺跡は、沖積平野である「宮城野海岸平野」に含まれ、地形区分では「霞ノロ低

地」(註 1)に あたる。この「霞ノロ低地」には、西方約 3 kmを流れる名取川の支流広瀬川を形成

した、自然堤防・後背湿地などが発達している。本遺跡は後背湿地に立地しており、標高は 6

m前後である。

沖野城跡は「仙墓領古城書上」(註 2)に よれば、「一沖野城 四方百間 粟野大膳出城 卜云。」

とあり、西方約3.8kmに ある茂ケ崎城跡の城主で、建武年間から天正年間までこの地を治めた粟

野氏の出城 とされている。西方約 2 kmの 北目城跡 も粟野氏の出城 といわれる。城の周囲には二

重の土塁と堀がめぐっていたとされている (註 3)が、これを裏付けるように、遺跡の北辺に

陸 上 自 衛 隊 東
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第 2図 調査区位置図



位置する佐藤 守氏宅北側には、堀跡状にくばんだ地形 と土塁状の高まりが観察された。また、

周辺には「館」。「館西」。「館南」等の地名も残っている。紫桃正隆氏 (註 4)に よれば、遺跡

の南西部にも土塁と堀跡が残っている (第 3図)が、現在は全て宅地となっており、確認する

ことはできなかった。

周辺の遺跡では、北方に南小泉遺跡 〈弥生時代～近世)、 遠見塚古墳・法領塚古墳・猫塚古墳

(古墳時代)、 陸奥国分寺跡 。同尼寺跡 (奈良時代)、 若林城跡 (古墳・平安・中近世)がある。

西方には茂ケ崎城跡・北目城跡 (中世)の他、郡山遺跡 (古墳時代末～奈良時代初頭)がある。

南方には今泉城跡 (縄文時代後期～近世)がある。

今回の調査地点は、遺跡の北西部、仙台市沖野字館西78番地他に位置する(第 2図 )。 調査以

前までは、水田として利用されていた個所である。

2.調査に至る経過

昭和60年 5月 13日付で、仙台市六丁目南町 9-23・ 株式会社大東代表取締役・角田文彦氏よ

り、沖野城跡の発掘届が提出された。その内容は、上記地内で宅地造成工事を行うというもの

であった。申請地が沖野城跡北西端部にあたり、これまで未調査の地区であったことなどから、

同年 7月 1日 より試掘調査を実施したところ、旧耕作土 (水田)直下で濤跡を 2条検出した。

工事に伴う地下の掘削は、計画道路内ほど深いため、引き続きこの部分についても調査を行っ

◎点線内が城郭内 と推定

飯 田 へ

第 3図 沖野城 l■説明略図 (「仙台市内の古城館Jよ り複写)

木皿家



たが、遺構は検出されなかった。この結果に基づき、仙台市教育委員会は申請者に対し設計変

更を要請し埋蔵文化財の保護に努めたが、道路部分の掘削は避けられないということであった。

以上の経緯から、計画道路内検出の濤跡について、記録保存を目的とした発掘調査を実施す

ることで申請者の承諸を得、同年 8月 19日 より本調査を実施した。調査区の設定は、当初 3ヶ

所を考えたが、南端部は隣接する水田の耕作等に影響を与えることも予想され、北側の道路内

の 2カ 所 とした。

3.基本層位

6層確認された。第 1層 は旧水田耕作上でシル ト質粘土層、第 2層 は浅責色のシル ト層で、

黒色粘土層を互層状に含む。第 3層下までは、未分解の植物遺体を少量含む泥炭質粘土層であ

る (第 4図 )。

2( 卜lFl)

3(粘 ■層)

4(粘土帰
下

5(粘 土層)

6(II土 層)

-500m

-400m

I-300n

層位 土 色 土   性 備 考

1 10 Y R%褐  灰  色 粘 土 旧水田耕作土

2 5Y%浅 黄 色 シ  ,レ   ト 黒色粘土を互層状に含む

3 2.5G Yχ  暗オリーブ灰色 土
緑仄色粘土を互層状 1こ 合む、未分解植物遺
体を少量合む

7.5G Y% 緑  灰  色
'レ

ト質本占土
灰色粘上を互層状に合む、未分解植物遺体
を少量合む

75Y%黒   色 土 炭化物及び未分解植物遺体を少量合む

7 5GY/ 灰    色 柏 土 緑仄色粘土及び未分解植物遺体を少量含む

第4図 基本層位柱状図・土層誰記

4.発見遺構

調査対象地区の西半部及び北半部、第 2層上面で濤跡 2条 を検出した。濤跡は、調査対象地

区外へ伸びており、全容は不明である (第 5図 )。

(1)1号溝跡

西辺 と北辺の一部を検出した。平面形は「L」字形を呈する。西辺は、方向がN-7° ～10° 一

Eを計 り、ほぼ真北である。長さ82m以上、幅6.2～7.6mを 計る。北辺は、方向がN-94° ～110°

一Eを計 り、ほぼ真東西方向で、西辺にとりついている。長さ42m以上、幅 4～4.8mを 計る。

〔Aト レンチ〕長さ6.2mに わたり検出した。規模は上端幅5,9～ 61m、 下端幅1.4～ 1.6m、 深

さ1.9～2.Omを計る。断面形は「V」 形状を呈する。底面はほぼ平坦である。壁は約40° で立

ち上がり、上端部にはやや平坦な面がある。堆積土は大別して 3層で、 4層に細分される。全

て黒褐色系の粘土層である。尚、第 2・ 3層中には、基本層位第 2層の黄褐色シル ト層及び黒

色粘土層がブロック状に混入しており、人為的に埋め戻されている可能性 も考えられる (第 6

図-1)。



に

二

「

Ｉ

Ｊ

2号溝跡

(Aト レンチ)

調査区

(Bト レンチ)

調査区

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一
ツ

計 画 道 路

第 5図 清跡検出状況平面図



〔Bト レンチ〕長さ6.2mに わたり検出した。規模は上端幅74～ 8m、 下端幅 1～ 1.lm、 深さ

2.0～ 2.3mを計る。断面形は「V」 形状を呈する。底面はほぼ平坦である。壁は約45° で立ち

上が り、上端部にはやや平坦な面がある。堆積土は大別して 3層で、 4層 に細分される。全て

黒褐色系の粘土層である (第 6図 -2)。

磁)2号溝跡

北辺の一部を検出した。方向はN-95° ～ 100° 一Eを計 り、1号濤跡北辺とほぼ同一方向で

ある。長さ46m以上、幅 5m以上を計る (第 5図 )。 盛土保存されるため、調査区は設定しな

かつたが、規模、堆積土の様相から、 1号濤跡 と同様の遺構 と考えられる。

l Aト レ ンチ平 面 図 2 Bト レ ンチ平 面 図

A
卜 5500m

A
引

～Aト レンチ北壁Ll面図～ ～Bト レンチ】陛 断面図～

0               4m

堆 積 土

層位 土    色 土性 備 考 層位 土   色 土性 備 考

10 Y R/ 黒褐色 粘 土 酸化鉄 炭化物 を少量合む 1 25Y% 黒褐色 粘 土 酸化鉄 炭化物 を少量含む

7 5YR% 黒褐色 粘土 酸化鉄 を多量に合む 2 10Y R% 黒褐色 FB土 黒色粘土・ 1こ ない黄色粘上 を斑状 に合む

2 10 Y R% 黒褐色 粘土 黒色粘土 黄褐色粘上 をブロック状 に合む 10V R% 黒褐色 粘 土 未分解植物遺体 を少量含む

3 25Y% 黒褐色 粘土 黄褐色 ンルト 黒色粘上 をブロック状 に含む 10Y R% 黒褐色 粘 土 灰色粘土 (地 山)を 斑状 に合む

第 6図 調査区平面図・断面図



5.出 土遺物

1号濤跡堆積土 (Aト レンチ)第 3b層中より、中世陶器片 2点が出土しているが、いずれも

小破片で図化したものは 1点 もない。

6。  まとめ

今回の調査は、遺跡の範囲確認を目的として実施した。試掘調査により、濤跡を2条検出し、

一部について、その規模等も明らかにすることができた。

1号濤跡は、規模が東西長42m以上、南地長82m以上、幅 4～ 7.6m、 深さ1.9～2.3mを計 り、

方向もほぼ真北及びこれに直交することから、堀跡 と考えられる。また、 2号濤跡も、 1号濤

跡 と平行すること、堆積土の様相から、同様の遺構 と考えられる。以上、 1・ 2号濤跡は、規

模、方向、出土遺物などから、沖野城を画していた堀跡と捉えておきたい。

調査区の東側約100mに位置する佐藤 守氏宅の北側には、既述のように堀跡状にくばんだ

地形と土塁状の高まりが現在 も残っているが、 1・ 2号濤跡はこの地形と方向もほぼ一致して

いる。この地点まで掘跡が延びているとすはれば、北辺の長さは約180mと なり、「仙墓領古城

書上」にある「一沖野城 四方百間」の記述にも符号することになろうか。

今回の調査では堀跡の全容は把握できなかったが、調査区の東側及び南側に隣接する個所の

調査が行われれば、規模等も明らかになると思われる。今後の調査を待って、検討を加えたい。

(渡辺 誠 )

註・参考文献

註 1 地学団体研究会 「新版 仙台の地学～仙台支部編～」 1980。

註 2 宝文堂 「仙蔓領古城書上」『仙墓叢書』第 4巻 p l14 1979。 10。

註 3 紫桃正隆 「仙台領内古城、館J第 4巻 p.42～ 46.1974・ 7.

註 4 註 3に 同じ、p44.

図版 1

遺跡航空写真

(昭和50年撮影)

静五 ■



図版 2 溝跡検出状況・

図版 3 溝跡完掘状況・ Bト レンチ (南 より)

図版 5 同土塁状遺構北側に残る堀跡状の遣構 (西 より)



富 沢 水 田 遺 跡

遺跡の位置 と環境

富沢水田遺跡 (イ山台市文化財登録番号C-301)は 、国鉄長町駅の西約0.6～ 2.3km、 仙台市長

町七丁目、長町南―・三・四丁目、泉崎―・三丁目、鹿野三丁目、富沢一丁目にある (第 1図 )。

本遺跡は、沖積平野である「宮城野海岸平野」(註 1)に 含まれる。「宮城野海岸平野」は、地理

的条件・成因 。地質等から地形区分がなされ、仙台市南部の名取川とその支流広瀬川の合流点

付近の河間低地を「郡山低地」、広瀬川以北を「霞ノロ低地」、名取川以南を「名取低地」と呼

んでいる。本遺跡は、これらの低地の中で「郡山低地」西半部に位置し、名取川及び支流の広

瀬川が形成した後背湿地にその大半が立地する。標高 9～ 16m、 面積800000m2を 有する。

昭和56年 4月 から、仙台市体育館建設に伴う山口遺跡の調査が行われ、南半部の自然堤防上

から奈良・平安時代の住居跡、北半部の後背湿地からはプラント・オパール分析等に基づき平安

時代の水田跡が検出された (註 2)。 水田跡は、さらに北側の後背湿地に広がると考えられ、プ

ラント・オパール分析では平安時代以前の水田跡の存在も予想された。本遺跡内では、同年度

より仙台市高速鉄道関係遺跡の調査が行われていたが、昭和57年度になり、後背湿地から中世、

平安時代さらには弥生時代の水田跡も検出された (註 3)。 続 く昭和58・ 59年度には、高速鉄道

関係遺跡の他に、病院建設に伴う調査などで中世、平安時代、弥生時代の水田跡が検出される

に及び (註 4・ 5・ 6)、 本遺跡内には弥生時代にまで遡る水田跡が、重層構造を成して広 く存

在することが確実となったのである。

今年度の調査は後述する3地区の他に、遺跡北東端の鳥居原地区 (註 7・ 8)、 北西端の鹿野

地区 (註 9)、 中部の泉崎浦地区 (註10)で行われた。その結果、中世から弥生時代に至る水田

跡が検出され、鳥居原地区では遺跡範囲がさらに東側へ広がることも確認されている。

周辺の遺跡を時代毎に概観すると、旧石器時代では山田上ノ台遺跡、北前遺跡があり、前期

旧石器が出上している。縄文時代では、下ノ内浦遺跡から早期の押型文土器が出上し、後期の

配石墓も検出されている。下ノ内遺跡では中期末葉の住居跡が、伊古田遺跡では後期の遺4/」包

含層から大型の上偶などが出土している。また、六反田遺跡では後期の石組み遺構が検出され

ている。弥生時代では、下ノ内浦遺跡から土壊・竪穴遺構が検出され、災化米・石包丁 。大型

蛤刃石斧、アメリカ式石鏃などが出上している。古墳時代では、本遺跡内に教塚古墳がある他、

北方に裏町古墳 (前方後円墳)・ 砂押古墳・金洗沢古墳などがあり、東方の大野田地区に五反田

古墳・春日社古墳・鳥居塚古墳・王ノ壇古墳 。大野田古墳群がある。奈良、平安時代では、六

反田遺跡や下ノ内遺跡で住居跡が検出されている。中世では平城の富沢館跡、山城の茂ヶ崎城

跡がある。



中 谷 地 地 区

1.調査に至る経過

中谷地地区は富沢水田遺跡の北部、仙台市鹿野三丁目26～長町南四丁目 2地内にある (第 7

図)。 この位置は国鉄長町駅の西約1.2kmに あたる。昭和60年 3月 26日付で、仙台市五橋三丁目

2-1東北電気通信局長、櫻木俊彦氏より、富沢水田遺跡の発掘通知が提出された。その内蓉

は、上記地内に電話ケーブル収容の洞道を建設するというものであった。申請地が富沢水田遺

跡。中谷地地区に位置し、掘削深度が深いこと、西側に隣接した地点の調査 (註11)で、平安時

代及びそれ以前の水田跡が検出されていることから、工事着手前に発掘調査を実施することで

申請者の承諾を得、同年 4月 15日 から調査を実施した。

調査地点は都市計画道路 (長町一折立線)内にあり、車輌の振動等による調査区壁面の崩壊

の危険も考えられた。このため、調査地点の周囲に銅矢板を打ち込み、さらに3m間隔でこれ

を支える補強板を設置した。調査区は全長30m、 幅2.5mと したが、東側 7m程 は高速鉄道建設

による削平を受けており、道路及び排水濤を兼ねた土層観察のための トレンチの確保などから、

実際の調査区は全長22.3m、 幅1.5m程の狭い範囲である。盛土及び旧耕作土は重機で排土し

た。
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2.基本層位

10層確認された。第 1層は旧水田耕作土とその床土から成るシル ト質粘土層である。第 2層

及び第 3層は粘土層で、各々 2層 に細分される。第 3層中には灰白色火山灰を斑状に含む。第

4層以下第 9層 までは、未分解の植物遺体を多量に含む泥炭質粘土層である。第10層 はグライ

化が著しい砂質粘土層である。この層位は、昭和58年度に本調査区の西側で行われた調査の際

の基本層位 (註12)と ほぼ対応している。各層位面は調査区東端ほど低 く、西端 との比高差は

10～20cmを計る。

3。 発見遺構 と出土遺物

第 3層及び第 7層の上面で水田跡を検出した。尚、調査区全体が狭いため、水田跡一区画の

面積・形状等の詳細は不明である。

(1)3a層 上面検出水田跡 (第 8図 -1)

先行 トレンチ壁面の観察から、 3層の盛 り上が りが認められたため、 2層 を除去し3a層上

面での精査を行ったところ、南北方向の畦畔 5条 とそれに直交する畦畔 2条、濤跡 1条を検出

した。標高は10.lm前後である。

〔畦畔〕南北方向の畦畔は、 1・ 3・ 5。 7・ 8区で検出された。間隔はほぼ5.3m程 である。

方向はN-10° ～20° 一Eを計る。東西方向の畦畔は6。 7・ 8区で検出され、南北方向の畦

畔に直交する。方向はN-72° ～82° 一Wを計る。規模は、上端幅25～ 90cm、 下端幅40～ 105cm、

断面形は台形状を呈する。畦畔は3a層 を盛り上げて作られており、上面には灰白色火山灰が

斑状に一部分布していた。作土との比高差は0～ 12cmを計る。

〔作土〕灰色の粘土層 (3a層)か ら成り、層厚は10～20cmを計る。作土中には灰白色火山灰

を斑状に少量含み、一部 3b層及び 4層の粘土も混入している。作土面のレベルは調査区東端

ほど低く、西端との比高差は15～20cmを計る。

〔水口〕 1号濤跡西側の畦畔が直交する個所で検出された。東端は1号濤跡に切られているが、

1号濤跡と水田面を結ぶ水口と考えられる。上端幅18～38cm、 底面幅10～25cmを計り、断面形

は「U」字形を呈する。底面のレベルは東端が 5 cm程低 くなっており、畦畔上面と水田底面と

の比高差は4～ 12cmを計る。堆積土は1層で、 1号濤跡堆積土に類似する黒色粘土層である。

〔水路〕 1号濤跡は、両側に畦畔が築かれていること、西側で水口が検出されていることなど

から、3a層水田跡に伴う水路と考えられる。方向はN-13° 一Eで、上端幅88～95側、下端

幅26～43cmを計る。深さは19～22で、断面形は「U」 字形を呈する。堆積土は1層で、粘性の強

い黒色粘土層から成り、層中には木片及び灰白色火山灰を斑状に含む。

〔出土遺物〕作土 (3a層)中より上師器片が数点出上しているが、いずれも小破片であり、

図化したものは1点 もない。



12)7層 上面検出水田跡 (第 8図 -2)

先行 トレンチ壁面の観察から、 7層の盛 り上が りが認められたため、精査を行ったところ、

南北方向の畦畔 2条を検出した。標高は9.8m前後である。

〔畦畔〕 5区及び 6～ 7区で検出された。方向はN-20° ～30° 一Eを計る。 5区の畦畔は上

端幅18～ 20cm、 下端幅25～ 43cm、 6～ 7区の畦畔は上端幅105～ 120側、下端幅160～ 170cmを計

る。このことから、 5区の畦畔は小畦畔、 6～ 7区のは大畦畔と考えられる。断面形は共に扁

平な台形状を呈する。畦畔は7層 を盛り上げて作られているが、作土との区別は難しい。作土

との比高差は、小畦畔で 1～ 5 cm、 大畦畔で 3～ 10cmを計る。

〔作土〕やや明るい黒色の泥炭質粘土層 (7層 )か ら成り、層厚は4～ 12cmを計る。作土中に

は未分解の植物遺体を多量に含む。また、径 1～ 5 mllの 風化凝灰岩粒と思われる岩片を少量含

む。作土上面のレベルは調査区東端ほど低く、西端との比高差は15～18cmを計る。

〔出土遺物〕出土遺物はなかった。

泉 崎 浦 地 区

1.調査 に至る経過

泉崎浦地区は富沢水田遺跡の中部、仙台市泉崎一丁目21-10他 にある(第 9図 )。 この位置は

国鉄長町駅の西南西約1.61onに あたる。昭和60年 8月 12日付で、東京都中央区八重州一丁目2-

1安田信託銀行株式会社取締役社長、山口吉雄氏より、富沢水田遺跡の発掘届が提出された。

その内容は、上記地内に社員寮を建設するというものであった。申請地が富沢水田遺跡・泉崎

浦地区に位置し、工事に伴う地下の掘削も深いことから、工事着手前に発掘調査を実施するこ

とで申請者の承諾を得、昭和60年 8月 26日 から調査を実施した。調査区は申請建物の大きさに

合わせ、東西21m、 南北18.5m、 幅 7mの「L」字形 とし、盛土及び旧耕作土を重機で排土した。

2.基本層位

21層確認された。各層位の上色・土性については第10図の通 りである。本調査区の層位は、

粘土層・砂層・砂質シル ト層が互層を成しており、本遺跡内の他調査地点における層位と際立っ

た違いが認められる。尚、第 2層、第 3層、第 4層、第 9層は調査区南側を中心に分布する。

3.発見遺構 を出上遺物

第 5層上面で濤跡 とそれに伴う畦畔状遺構を検出した (第 10図 )。 これまでの本遺跡の調査成

果等から、第 7・ 8・ 10・ 13・ 14・ 16・ 17層 も水田跡耕作上の可能性が考えられ、各層位毎に

精査を行ったが、遺構は検出されなかった。



(1)1号濤跡

第 5層上面、A-7・ 8区からD-8区 にかけて、長さ13.5mに わたり検出した。方向はN一

3° ～ 13° 一Eを計る。上端幅100～ 130cl■、底面幅25～ 40cm、 深さ40～ 60cmで、底面の傾きは

北側ほど低い。断面形は逆台形状を呈する。堆積土は3層から成る。堆積± 1層中からは須恵

器片 2点が出上している。検出面は 5層上面であるが、壁面の観察から掘 り込み面は濤跡北側

では一部 4a層上面であることが、その後判明した。

は)畦畔J犬遺構

1号濤跡西側、A-7区 からD-7・ 8区にかけて、長さ10.8mに わたり検出した。南端部

は途切れており不明である。方向はN-10° 一Eを計る。上端幅60-80cm、 下端幅130～ 170cm

で、断面形は扁平な台形状を呈する。遺構は 5層を盛 り上げて作られており、 5層上面及び 1

号濤跡 との比高差は10～ 15clnを 計る。周辺の精査を行ったが、これにとり付 く遺構は検出され

なかったこともあり、畦畔とは断定できなかった。

第 9図
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～基本層位bFr面 図～

(C-5区 南壁)

-12300m

―-11 300m

-10300m

0              1m

～ 1号溝跡断面図～

1号清跡土層註記
層位 土 色 土  性 備

7 5YR%褐    色 砂 質 シ ル ト 酸化鉄 を上面に多く含む

10 Y R%暗 褐 色 粘 土
酸化鉄 を斑状 |こ 合む

10 Y R% にない黄褐色 栂灰e粘土及び灰色粘土をブロック】大に合も
酸化鉄を斑状に合む

■ b _ /11C

基本層位土層誰記
層位 ■ 色 土  性 備 考

10 Y R% にぶい黄褐色 ル ト質IB土 下面に酸化鉄集積層あり

10 Y R%灰 黄 褐 色 砂 質 シ ル ト 調査区商側 に部分的に分布、砂粒 を多く合む

10 Y R%黒  褐 色

25Y% にない黄色 調査西商側に分布、灰自色人山灰をブロック状に合む

10 Y R%黒 褐 色 砂 質 ン ル ト 調査区南西側に分布、灰自色人山灰をブロック状に含む

10 Y R%黒  褐 色 砂 質 シ ル ト

10 Y R%灰 黄 褐 色 砂 径 2 cm程 の礫 を多量に合む

10 Y R% にない黄橙色 粘 ■ 下面に 8層 をブロック状 に含む

10 Y RI玄 黒    色 粘 土

25Y%暗 灰 黄 色 ンル ト質粘土 調査区西側 に一著I分布

10 V R%褐  灰 色
75Y% 灰オリーブ色 砂 質 ン ル ト 粗砂 を合む

75Y% 灰オリーブ色 砂 質 シ ル ト 細砂を少量合む

75Y% 灰ォリーブ色 ル  ト

25Y/黄 灰 色 土

25Y%黒 褐 色 ■

IO Y R%黒 褐 色

粗砂を合●・

格 土

10 Y Rズ 黒   色 粘 上

2 5CV/ オリーブ灰色 砂 質 シ ル ト 炭化物 を少量含む

10Y/灰   色 粘 土

10 Y RI亥 黒    色 粘 ■

2 5CY% オリー刀天e ,レ ト質格土

第10図 調査区平面図・断面図



富沢―丁 目地 区

1.調査に至る経過

富沢一丁目地区は富沢水田遺跡の南西部、仙台市富沢一丁目13に ある(第11図 )。 この位置は

国鉄長町駅の南西約 2血にあたり、山口遺跡の北西端部に隣接している。また、北東約80mに

は教塚古墳がある(註13)。 昭和60年 6月 25日 付で、仙台市富沢字川前東25-1、 庄子佳助氏よ

り、富沢水田遺跡の発掘届が提出された。その内容は、上記地内に事務所を建築するというも

のであった。申請地が富沢水田遺跡内に位置し、工事に伴う地下の掘削も深いことから、工事

着手前に発掘調査を実施することで申請者の承諸を得、同月17日 から調査を実施した。調査区

は申請建物の大きさに合わせ、 6× 9mと し、盛土及び耕作土を重機で排土した。

2.基本層位

11層確認された。第 1層 はい旧水田耕作上で、シル ト質粘土層から成る。第 2層は粘土層で、

上面に砂層をのせる。第 3層は粘土層で、 2層に細分される。尚、第 3a層中には灰白色火山

灰をブロック状に含む。第 4層以下第11層 までは、未分解の植物遺体を含む泥炭質粘土層であ

る。また、第 5b層 は調査区北側にのみ分布する。第■層はグライ化が著しい。層位の傾斜は

ほとんどないc
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第11図 調査区位置図



～調査区南壁断面図～

～調査区北壁断面図～

基 本 層 位 土 層 註 記
備 考

10 Y R%灰 黄 褐 色

3a 10Y R% 灰 貢 褐 色
10 Y R/黒 褐 色 粘     土 酸 化鉄 を多量 に含 む

に凹凸あり、未分解植物遺体を少量合む
10 Y R% 黒 褐

未分解植物遺 体 を少量 含 む

炭イ監物 、夫 分解植物 浜 体 夕少量 含 む

10 Y R%黒 褐 色 粘     土 未分解植物 逮 体 を少量 含 む

黒褐色 粘 土 と互層 を成 す

9 75YR% 黒
粘     土 11層 との漸 移 層 、未 分解植物 遺 体 を夕量 に含 む

グライイ監が著 しい、未 分 解植 物 遺 体 を多量 に合 む

第12図 調査区平面図・断面図



3.発見遺構 と出土遺物

第 3層面で水田跡を検出した。尚、調査区が狭いため、水田跡一区画の面積、形状等の詳細

は不明である。調査区壁面の観察から、第 5層及び第 9層 も水田跡耕作上の可台をl■が考えられ、

検査を行ったが、遺構は検出されなかった。

(1)3a層 上面検出水田跡 (第12図 )

2層除去中に、灰白色火山灰を上面にのせる3a層の盛り上がりが認められたため、精査を

行ったところ、東西方向の畦畔 2条を検出した。標高は13.2m前後である。

〔畦畔〕BoC-1区 の畦畔は、方向がN-110° 一E、 上端幅80～ 100cm、 下端幅120cmを計る。

西端部は付近の攪乱のため途切れている。CeD-2・ 3区の畦畔は、方向がN-63° 一E、

上端幅75～ 80cm、 下端幅120cmを計る。断面形は共に馬平な台形状を呈する。畦畔は3a層を盛

り上げ作られており、上面には灰白色火山灰がブロック状況に分布していた。作土との比高差

は0～ 10cmを計る。

〔作土〕灰黄褐色の粘土層 (3a層)から成り、層厚は7～ 15cmを計る。作土中及び作土底面

には灰白色火山灰をブロック状に含む。また、底面から3b層にかけては酸化鉄の集積が著しい。

〔出土遺物〕作土 (3a層 )中より上師器片が数点出上しているが、いずれも小破片であり、

図化したものは1点 もない。

ま  と  め

今回の調査は遺跡の範囲確認を目的として実施した。調査面積等の制約もあり、水田跡一区画

の面積・形状等は不明であるが、中谷地地区、富沢一丁目地区で水田跡を検出し、本遺跡にお

ける水田遺構の広がりを確認することができた。

1.中谷地地区 :二時期の水田跡を検出した。

〔第 3a層検出水田跡〕

東西方向の畦畔 2条、南北方向の畦畔 5条を検出した。畦畔の規模、方向等から一定の規格

性も窺える。畦畔上及び作土中、さらに水路堆積中に灰白色火山灰を含むこと、作土中より土

師器片が出土していることから、時期は平安時代と考えられる。尚、作上下面に酸化鉄の集積

が認められないことから、この水田跡は湿田であったと考えられる。

〔第 7層検出水田跡〕

南北方向の畦畔 2条 を検出した。畦畔は大畦畔と小畦畔から成り、方向はN-20° ～30° 一

Eを計る。調査区西側の地点でも、同様の遺構が検出されている(註14)。 時期は出土遺物がな

いことから、平安時代以前と把えておきたい。一方、調査区の東約200mの地点及び南西約150

m地点の調査では、弥生時代中期桝形囲式期の上器を伴う水田跡が検出されている(註15・ 16)。



これらの水田跡を形成する層位の土色、土性、畦畔の規模、方向等は、本調査区に極めて類似

しており、第 7層検出水田跡の時期は弥生時代中期とも考えられよう。尚、作土が泥炭質粘土

層で、下面に酸化鉄の集積 も認められないことから、この水田跡は湿田であったと考えられる。

2.泉崎浦地区 :5層上面で濤跡 と畦畔状遺構を各々 1条検出した。

1号濤跡は出土遺物から、平安時代以降のものと考えられよう。畦畔状遺構は 1号濤跡西側

で検出されたが、調査区内で同様の遺構が検出されなかったこともあり、畦畔とは断定できな

かった。また、 5層自体が砂質シル ト層であること等から、 1号濤跡 と畦畔状遺構は水田跡に

伴う遺構 とは考えにくい。

3.富沢一丁目地区 :3a層上面で水田跡を検出した。

東西方向の畦畔 2条を検出した。畦畔上及び作土中に灰白色火山灰が分布すること、作土中

より上師器片が出上していることなどから、時期は平安時代 と考えられる。尚、作上下面に酸

化鉄の集積が認められることから、この水田跡は乾田であったと考えられる。また、 5層及び

9層 は泥炭質粘土層であり、今回畦畔等は検出されなかったが、水田跡耕作上の可能性 も考え

ら孝tる 。

本遺跡内の発掘調査は今年度で 4年目を迎え、調査個所も20個所以上を数える。しかし、大

半は調査面積の制約等から小規模な調査となっており、遺跡の全貌の解明には至っていない。

今回の調査においても水田跡一区画を検出することはできなかった。来年度以降も、同様の規

模の調査が多いと予想されるが、遺跡の性格究明上、これらの調査成果を有機的に結びつける

必要がある。隣接する地区での調査を待って、検討を力日えたい。 (渡辺 誠 )

註 。参考文献

註 1 地学団体研究会 「新版 仙台の地学～仙台支部編～」 1980

註 2 仙台市教育委員会 「山口遺跡Ⅱ発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書第61集 J1984・ 2

註 3 仙台市教育委員会 「仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ」『仙台市文化財調査報告書第56

集』 1983・ 3 尚、時期決定は「同調査BIE報Ⅲ」の中で行われている。

註 4 仙台市教育委員会 「仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報ⅢJ『仙台市文化財調査報告書第69

集』 1984・ 3

註 5 仙台市教育委員会 「富沢水田遺跡～第一冊～泉崎前地区」『仙台市文化財調査報告書第67

集』 1984・ 3

註 6 仙台市教育委員会 「仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ」『仙台市文化財調査報告書第82

集』 1985。 3

註 7 仙台市教育委員会 「仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報VJ『仙台市文化財調査報告書第89

集』 1986・ 3



註 8 都市計画道路 (長町一折立線)建設に伴 う調査が行われた。報告書は次年度刊行の予定であ

る。

註 9 仙台市教育委員会 「仙台平野の遺跡群 V」 『仙台市文化財調査報告書第87集 J 1986・ 3

註10 註 9に 同じ

註■ 仙台市教育委員会 「年報 5」 『仙台市文化財調査報告書第66集』 1984。 3

註12 註11に 同じ

註13 今年度、範囲確認調査が実施されている (註 9)。

註14 註11に 同 じ

註15 註 4・ 鳥居原地区

註16 註 9。 泉崎浦地区

Я 阿 娠 ■ Pu静
4'|'

中谷地地区 2図版 6 遺跡航空写真 (1 泉崎浦地区 3 富沢一丁目地区)
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1章ざ

～泉崎浦地区～

属藝雑二:ii

～宮沢―丁目地区～

図版12 調査セクション (C-5区 南ffr)

図版10 溝跡全景 (北 より)(杭列は現代のもの)

図版13 3層水田跡畦畔検出状況 (南東より)



五 本 松 窯 跡

1.遺跡の位置 と歴史的環境

都市計画道路の路線が、五本松窯跡の範囲内を横切ることになり、事前調査を実施した。調

査地点は仙台市台原三丁目601所在の丘陵である。当遺跡は台ノ原丘陵に位置するが、当丘陵

には、奈良時代から平安時代までの瓦を中心に焼いた窯跡が20ヶ 所前後認められ、古代の一大

瓦生産地 となっている。その一つの五本松窯跡は、幾つもの丘陵にまたがる広範な遺跡で、各

丘陵毎にA～ Fの地点名が付けられている。台原森林公園南側出入国に隣接するA地点の一部

は、昭和47年に調査が実施され、半地下式の登窯が 2基検出された。しかしいずれも残存状態

が悪 く、出土遺物 も少量であった。出土瓦片より9～ 10世紀頃の窯であることが確認されてい

る。今回の調査地点はD地点と呼ばれる標高80m強の丘陵で、調査対象面積は2,850m2である。

2.調査概要

調査は5月 8日 に開始した。丘陵は宅地化により、現在東側部分の一部しか残っていない。

残部には東に延びる4つ の尾根があり、その間に 3本の沢が入っている (便宜上、北から尾根

をA～ D.沢 をa～ cの名称 与した)。 ボーリング棒調査、小 トレンチによる遺構確認調査の結

果、b沢を中心 とする尾根傾斜面に3基、c沢 を中心 とする尾根傾斜面に 7基の合計10基の窯跡

が検出された。これらの内、b沢を中心 とする3基 (S01～ 3)を今年度調査分 とし、 6月 29

とここ:7:
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第13図 調査区位置図



3.検出造構 とその出土遺物

窯跡 (S01～ 3):S01・ 2は B尾根南斜面、S03は C尾根北斜面に位置する。これらは

約85mの等間隔であるが、焚き日の位置は S01～ 3と 順に高 くなっている。S01は半地下式

の登窯であるが、道路により削平され煙道部が約15m残存するのみで、規模。構造の詳細は不

明である。S02・ 3は ともに半地下式有階無段の登窯で、焚き日から煙道まで残存するが、上

部はかなり削平されている。いずれも焚き国の下の傾斜部には、薄い炭化物の広がりが認めら

れた。S02・ 3の規模は、全長が約4.5mと 6m、 焼成部上端幅はともに約 lm、 焼成部の深

さが約25cmと 30cmを計 り、ともに燃焼部の底面が焼成部の底面より約20cm下がる。また、焼成

部には施設は認められなかった。底面からの出土遺物は、平瓦の小破片が少量出土したのみで

あったが、S03の堆積土及び焚き口直下の炭化物層内からは、陰刻花文軒丸瓦が数点出上した。

4。  まとめ

S03よ り出土した陰刻花文軒丸瓦 (第 15図)は多賀城正庁跡出上のものに類例 (450)が求め

られる。この瓦は多賀城ではⅣ期に伴うものとされ、焼成地不明のもであった。従って S03の

所属時期もほぼ同時期のものと考えられる。尚、図版 -17は F地点で住宅建築の際、焼土とと

もに出上したとされる宝相華文軒丸瓦である。当資料も多賀城正庁跡に類例 (420註)が求めら

れるが、焼成地が不明のものであった。多賀城Ⅳ期の瓦とされている。文末ではありますが、

当資料を御提供下さいました高橋周市氏に厚 く御礼申し上げます。

註

進藤秋輝・高野芳宏 『第Ⅵ12(1)瓦』「多賀城跡政庁跡」 本文編 宮城県多賀城跡調査研究所1982。

T>       T>
Bトー701()On

引 C′

引 B′

引 C′

:炭化物付若

:地山酸化範ll
▼上 蒻

SO-3 土層註記

土   色 土 性 備    考

1

黒縄 g
ル
林 含 む

ル
姓 化物粒 焼上粒 を合む

崩落土 を多量に合む、10 Y R/ ル
蚊

10 Y R/ 卜

上
ル
粘

璧崩 語 土 炭 化物 を少重

3a
褐  セ

卜
■

ル
粘

シ
質

卜
■

ル
猫

シ
質 を多量に合tA

黒  色

卜
■

ル
粘 炭化物 焼土粒を合ひ

ル
雄

10 Y R%
粘 土

埋
１

卜
■

ル
粘

炭化物 粒 焼 ■粒 を少量

上 >第 14図  SO-3平 面図・断面図



図版14

SO-3検 出状況
(北 西より)

図版15

SO-3完 掘状況

(西 より)

図版16 SO-3直 下炭化物

層、出土陰刻花文軒丸瓦

図版17 宝相華文丸瓦
(高橋周市氏提供 )

0               10cm
|

第15図  SO-3直 下炭化物層出土陰刻花文軒丸瓦



新 妻 家 墓 地 改 葬 調 査 報 告

調 査 体 制

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

調査期間  昭和59年 3月 29日・ 4月 2日

調査協力  仙台市用地課

整理協力  村山斌夫 (東北歴史資料館) 鎌田俊昭 (不憐寺)

整理参加者 相沢史子 砂金よしえ 石井多賀子 遠藤康子 (旧姓吉田) 小野恵子

金沢君代 神尾紀以子 熊谷信一 佐々田弥生 佐藤幸子 平照子 芳賀英実

若生恵美子

1.立 ち会い調査の経緯

新妻家墓地は、市道七北田一国見線の新設工事に先立って、昭和59年 3月 29日 及び 4月 2日

に改葬が行われた。29日 の改葬中に甕棺が発見され、仙台市用地課より文化財調査系に連絡

があり、急返立ち会いのため現地に赴いた。現地ではすでに墓地の主要な部分の改葬作業が終

了していたが、幸い墓に対応するように遺骨及び副葬品が分類収納されていた。その後の改葬

も対応が明瞭になるように指示し、再び 4月 2日 には千葉家の改葬に立ち会った。

しかし、緊急の立ち会いであったため充分な体制を組むことができず、本来の考古学的調査

は行えなかった。したがって、現地における図面等の基礎資料は作成できず、さらに副葬品の

すべてを発見・収集できたかは明らかではない。

今回の立ち会い調査は、文化財調査係 としては実例なことであるが、江戸時代の武士の葬法

や生活内容を知る手掛 りとなることや、甕棺が従来不明であった堤焼の可能性があり、貴重な

資料になると期待されたのである。同年 4月 9日 には、所有者である新妻忠夫氏が仙台を訪れ

た。氏は、文化財としての副葬品に御理解を示めされ、出土品については仙台市が一括保管す

ることになった。なお、出上した遺骨については、後日市内の寺に納骨し改葬は終了した。

2.位置 と環境

新妻家墓地は、仙台駅の北方4.5kmの 仙台市北根四丁目1191こ所在する。当地は、仙台市の北

方に展開する台ノ原丘陵を開析する仙台川 (七北田川の支流)の谷地地形を示している。この

谷地は、古 くから人名を取って「源太兵衛 (谷地)」 と呼ばれ、墓地は川の右岸 (丘陵北側斜面)



第 1図 新妻家墓地と堤焼窯跡位置図 げ粁詳籍鰐亀蛉落者%軋を複製)

にあり、極めて小規模な段丘面に位置している。墓地の東側には妙見社 (新妻家氏神)があり、

格木の巨木がある。また、墓地の南方、台ノ原丘陵上や南斜面は、多賀城や陸奥国分寺などに

瓦を供給した古代の窯跡群や江戸から明治頃には堤焼の陶器が盛んに焼かれていた地である。

(第 1図 )。

さて、この源太兵衛 という人物は、寛永年間にこの地に移 り住んだと伝えられる新妻胤重 と

いう。新妻家の祖であり、かつては伊達政宗に仕へ、のちに栗原郡岩ヶ崎において政宗の五男

宗信の補弼役 と務めたと言われる。今回の調査における23号墓の被葬者が源太兵衛その人であ

ろうか。

3.墓地の特徴

(1)墓の構成 (第 2図 )

墓の構成は、最も奥まった「コ」字形に配置された墓が新妻家のものである(配12～25号墓)。

17世紀代の最も古い一群は、向って左奥 (南辺)に位置する。続いて北辺が利用され、西辺に

移動する。しかし、墓の設置順は時期が新しくなるにつれて、古い墓の間を利用するようにな

る。また、新妻家の墓に至る墓道の両側に、それぞれ 3基ずつ計 6基の墓が存在する。北側の

8～■号墓の被葬者は、名字のない名前だけのもので武士ではないようである。新妻家の下人

(糊隔乙儡 麓施を複製)



とも考えられるが、時期的整合性がない。つまり、新妻家の最後の埋葬が天保 7年に行われて

おり、 8～ 11号室墓の埋葬時期 との重複がなく、関連性は不明である。ただ、すべて壮年～老

年の男性である点が注意を引 く。一方、26～ 28号はすでに改葬 (約 15年前)が済んでおり、墓

石も存在せず内容が不明である (臼井家 ?男 1名・女 2名、18世紀前半の墓)。

さて、これらの墓の北側に併行 して、 1～ 6号墓が存在する。これらは千葉家のものである

が、新妻家とはおそらく直接関連性はないものと考えられる。千葉家も詳細は不明だが、武士

と考えてよいであろうか。 6人以上

の家族構成であったようである。と

ころで、 7号墓は特異である。千葉

家に帰属すると考えた場合、年代が

古すぎるし、新妻家との関連はその

位置から考えて弱い。したがって、

その性格は充分に把握できない。

12)墓石の特徴 (第 3図 )

ここでは、墓石の特徴を分析して

みたい。墓石は合計29基存在 し、大略

7類型に分類することが可能である。

A 隅丸長方形の台石に、板状に

第 2図 墓石配置図 (上が北を示す)

近い墓石を使用するもの。これらは、墓石の形状によって 4種類に細分される。Al・ 不定形の

もの (20号・23号墓)、 A2・ 丸頭状 (逆 U字形)の もの (13・ 24号墓)、 A3・ 凸形のもの (12号墓)、

A4・ 角頭形 (隅丸)の もの (25号墓)がある。これらは、Al→ A4へおよそ時期的な変遷をとげ

るようである。 (1670年～1836年 )。

B 隅丸長方形の台石に、正面観が精円形、上面観は半円形に近い墓石を利用するもの。台

石 との接合面は扁平に加工する。本類には、14。 15,・ 18,。 19,。 21号墓がある (1695～ 1786年 )。

C 墓石はBと共通するが、台石を伴わないために、下端は扁平な加工は施されない。これ

には 2種類あってCl・ 像のないもの(16号墓)と C2・ 像のあるもの (22号墓)がある。

D 隅丸方形の台石に正面観が丸頭形、上面観が半円形に近い墓石を利用するもの。本類に

は、 3～ 6・ 8～■・ 17号墓の 9基がある (1818～ 1880年 )。

E A2と同じ墓石に、精円形の台石を利用するもの。本類は台石の使用方法によって 2種類

に細分される。 El・ 板状の台石を水平に使用するもの (2号墓)、 E2Ъ板状の台石 (Elよ り厚み

がある)を立てて使用するもの (1号墓)。 いずれも1866年 である。

F 両側縁が比較的扁平な自然石を使用するもの (台石はない)。 7号墓。



以上が墓の分類であるが、このう

ちAは最も古い時期 (1670年 )に出現

し、不定形のものから定形化したも

のへ変化していく。このタイプは、

断続的であるが166年 間採用され長

寿である。Bは Aよ りやや遅れて

1695年 に出現し、1786年 まで採用さ

れている。Cは子供 らしい。ところ

で、A・ BoCの各タイプは、すべ

て新妻家にのみ採用され、Aは大部

分が男性、Bの多 くが女性に採用さ

れている。Dは 19世 紀 (1818～1880

年)|こ採用され、千葉家と武士では

ない人々に採用された。ただ、新妻

家の比較的新しい17号墓もこのタイ

プであり、およそ18世紀後半から19

世紀前半に墓石の漸移的な型式変化第 3図 墓石分類模式図

が予想される。これと対応するかのように、Aタ イプの最終型式であるA4が 19世紀前半に出現

している。Eは 2基 しかなく傾向を掴めないが、いずれも慶応年間の女児に採用されている。

Fは、わずか 1基のみで特徴を掴めない。これらのことから、当初は新妻家の墓地 (屋敷墓

か)であったものが、新らたに 7～■号墓さらに千葉家などの墓地して利用され、 3系統以上

の被葬者群の存在が想定されよう。また、すでに改葬がなされた26～28号墓も異った系統に属

する可合〕性が強 く、各系統間の関連性は充分に把握できない。なお、下部構造である墓壊の特

徴については明らかにすることができなかったが、棺桶・奏棺 。無棺の三形態が存在したもの

と考えられる。

G)副葬品の特徴 (第 4～ 8図 )

この墓地で注目されるものは、最古の23号墓の副葬品である。大小の打刀、古銭115枚 (指銭)

がとりわけ注目されるところであろう。これ以後、刀の副葬は認められない。打刀は大小の搾

は異っており、異る刀を組合せて使用している。このような特徴は、打刀が普及した桃山時代

から江戸時代初期頃の特徴と一致するものであろう。一方、埋葬時には大小の郊を取って埋葬

しており、このような習慣が当時存在したのか興味が持たれる。

さて、大刀は黒漆塗で、柄は絞肌上に糸 (色不明)を菱巻 (組糸)と し、輸は平巻としてい

③
島
あ
∩

1昌 E
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る。刀身は、反 りが浅 く平造 りで、鋒のフクラは枯れぎみである。ただ、研ぎ崩したものか判

断できない。目貫は渡金を施した二双巴である。柄頭・縁金物・舘の特徴は不明であり、輪に

は栗形、返角跡がある。全長93.2cm(約二尺)を計る。

小刀 (脇指)は、柄巻は菱巻 (組糸)と し、目貫は渡金のネキをつけた人物である。縁金物の

腰部には、連続する花文が配されている。輪は黒漆塗であるが傷みが著しい。文様の有無不明

の小柄があり、刀先を欠いている。刀身は平造で、大刀同様鋒のフクラは枯ぎみである。現存

長61.8cm(二尺)を計る。

古銭は多 くの墓 (12基 )か ら出土するが、枚数は一定しておらず、23号墓は指銭 (115枚)に

なっている。中国銭を含むものは、21号墓 (1枚 )・ 23号墓 (3枚 )に限られている。新寛永は

23号墓の 1枚を初めとし、以後各墓に副葬されているが、古寛永との比率の優位性は宝暦年間

(18号墓)以後に認められる。さらに、新寛永でも鉄銭および大型の波銭の出現は明和年間 (7

号墓)以後である。

柄鏡は新妻家に限られ、14・ 15・ 21・ 23号墓出土のものがある。また、17号墓の小型の銅製

円盤 も懐中鏡と考えてよいであろう。鏡には鏡師銘をもつものが多 く、14号 は砂目地に南天文

様があり、   1島 力和泉守」銘がある。15号 は文字を図案化した文様で「津田薩摩守藤原家長」

銘がある。17号は文様・銘はない。21号 は雲形文 (砂 目)と界線内の中央に九曜文を配してい

る。新妻家の家紋が九曜 と聞 くが、これとの関連は不明である。「天下一 藤原作J銘がある。

23号 は砂目地の中央に菱形の枠採 りをし、その中に二枚の桔梗文を配 している。「天下一 困幡

守J銘がある。「天下一」銘をもつ鏡は17世紀代の墓に限られるが、鏡の形態からみれば、必ず

しも埋葬順序と鏡の様式的変化は一致しないようで、伝世期間の長いものもあったのであろう。

ところで、23号墓の柄鏡は鏡箱が伴っていたようで、この周囲に多 くの靱殻が検出された。こ

のような状況は、筆者等が調査した仙台市山田上ノ台遺跡の近世墓においても確認され、注意

しておきたい。

煙管は、14・ 15。 21号墓に限られる。銅製の雁首・吸口に朱漆塗の羅宇である。このうち、

15号墓例 (第 5図)は雁首・吸口に文様のみられる優品であり、21号墓例は火皿部のみである

が、孔が lヶ所あり火皿部以下が大きく屈曲する古い形態の煙管 と考えられる。煙管や前述の

鏡の副葬は性別 との一致をみない。

釘はすべて鉄製の角釘であり、これと金具類が組み合うものと考えられ、棺桶に使用された

ものであろう。ただ、 7号墓の銅製金具は、他の用途を想定したほうがよいのかもしれない。

碗は陶器であり、10・ 14● 15。 25号墓の 4基から出土している。このうち10。 15・ 25号墓のも

のは相馬 (大堀系)灰釉系碗であり、14号墓のものは相馬の可能性のある白釉紅皿 と考えられ

る。漆器椀は、23・ 25号墓よりそれぞれ 1点ずつ出上しているが、被膜のみとなり詳細不明で



ある。

素焼きの人形や土師質皿は11号に限られ、この被葬者が改名から判断して、仏門に入ったこ

とが理解できることと関係があるのだろうかは 1)。 人形は堤焼の可能性がある。本来は彩色が

施されていたのであろう。また、15号墓からは、べっこう製の櫛 と第が出上している。

和鋏の副葬は、天保年間以後の女性の墓 (1, 4・ 5,14号墓)にみられるようになる。

一方特異な例 として、21号墓の銅羅 (鉦鼓)・ 14号墓の蓮葉 (?)を 配した台座 (仏像のものか)

があり、さらに注目すべきは 7号墓の板ガラスがある。18世紀後半にすでに板ガラスが存在し

たことになるが、従来は明治以後に比定されている点で疑間が残っている。しかし明治以後に

この地に改葬されたものでないとすれば、混入品とは考えられないことから、やはり注目すべ

き副葬品と理解される。だが、即断はさけ類例を待ちたい (註 2)。

甕棺は 5基 (1・ 6・ 7・ 8・ 13号墓)あ る。 7号墓例が最も古 く明和 7(1770)年であり、

以後断続的ではあるが慶応 2(1866)年 までみられる。江戸では18世紀に入ると甕棺が流行する

ようになるが (註 3)、 仙台でも正徳元 (1711)年の伊達家三代綱宗の埋葬例が現在最古の例であ

る。さて、これらの甕は、胎土が長石・石英・シル ト岩あるいは凝灰岩系の砂粒を多 く含む点

で共通し、砂粒は角礫状ないしは亜角礫状を呈している。また、甕は大小に限らずむらなく焼

成されており、焼成技術の高さを示している。製作工程は、比較的小型の 6・ 8号墓例は体部

中央に明瞭な繋ぎ目をもち、大略 2段階の工程を経ている。一方、大型の 1・ 7・ 13号墓例は

3段階の工程を経ている。 7・ 13号墓例は、繋ぎ目付近に叩き整形痕を残こし、さらに、13号

墓例は下半部から底部付近に縄圧痕が 8～ 9条認められる。これは、成形あるいは乾燥段階で

の変形を防ぐために縄が巻かれたものと考えられる。 ところで甕の形態の変遷は、五例のみで

それぞれ異った特徴を持つため充分に指摘できない。ただ、口唇部の断面形が稜をもつものか

ら丸味の強い形へと変形するようである。生産地は、胎上の特徴から堤のものと推定され、埋

葬用という性格や生産地に近いという地理的条件などを考慮すれば、この推定は妥当性を増す

であろう。

4。  まとめ

以上、新妻家墓地の立ち会い調査で、江戸時代の武士階級の墓地の資料を不充分ながらも呈

示することができた。墓石の様式変化や性別による形態の差、そして副葬品の特徴や堤の甕の

特徴などその成果は大きく、近世考古学への役割の一端を担うものとして貴重であろう。ここ

で、改めて新妻忠夫氏の御理解に感謝申し上げたい。 (佐藤 洋 )
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▲
'' 18C

△女 18C.

● 男 19C.

O女 19C`

子供 2～ 7才

第 2表解説

第 2表を見ると、宝

永年間を境に墓石の法

量の差が明確である。

また、成人と子供の法

量差 も明確である。他

方、性別による時期的

差は、宝永以前の安隆

の墓がないことから判

断できない。いずれに

しろ、このような特徴

が新妻家墓所に限られ

るものか、あるいは普

遍化できるか今後の資

料を待ちたい。

30        40        50       60

第 2表 墓 石 法 量
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輸入品と考えられているようだが、確実に存在している。

瑞鳳殿再建期成会  「瑞鳳殿 伊達政宗の墓とその遺品」 1979

註 3 伊東信雄  「Ⅸ、まとめ」F感仙殿伊達忠宗。善応殿伊達綱宗の墓とその遺品』 財団法人瑞鳳殿

1985

室永以後
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職   員   録

社会教育課             文化財調査係

課  長  阿部 達   係  長  佐藤 隆   主 事  渡部弘美

主  幹  早坂春―   主  事  結城慎一   教 諭  渡辺 誠

教  諭  菅原和夫   主 事  主浜光朗

主  事  木村浩二    〃   斎藤裕彦

文化財管理係       〃   篠原信彦    〃   長島榮一

教  諭  小野寺和幸  教 諭  及川 格

係  長  佐藤政美    〃   佐藤美智雄  教 諭  千葉 仁

主  事  岩沢克輔   主  事  佐藤 洋    〃   松本清一

〃   山口 宏    〃   金森安孝   主 事  高橋 泰

〃   佐藤甲二    〃   鈴木善弘

〃   吉岡恭平   派遣職員 高橋勝也

〃   工藤哲司

仙台市文化財調査報告書刊行日録

第 1集  天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )

第 2集  仙台城 (昭和42年 3月 )

第 3集  仙台市兼沢菩応寺横沢穴古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )

第 4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )

第 5集  仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )

第 6集  仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )

第 7集  仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )

第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )

第 9集  仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )

第10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )

第■集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )

第12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )

第13集 南小泉違跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )

第14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )

第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )

第16集 六反田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし (昭和54年 3月 )

第17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )

第18集 枡江追跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )

第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )

第20集  史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )

第21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 1(昭和55年 3月 )

第22集 経ヶ峯 (昭和55年 3月 )

第23集 年報 1(昭和55年 3月 )

第24集  今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )

第25集  三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )

第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査槻報 (昭和56年 3月 )

第27集 史跡陛奥国分寺昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第28集  年報 2(昭和56年 3月 )

第29集 郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭 和56年 3月 )

第30集 山田上ノ台追跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )



第31集 仙台市開発関係遺跡調査報告 2(昭和56年 3月 )

第32集 鴻ノ巣追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第33集  山口遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第34集  六反田追跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )

第35集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 lf次調査報告 (昭和57年 3月 )

第36集 舅ヒ前追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第37集 仙台平野の追跡群 I一昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )

第38集 郡山遺跡 Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )

第39集 燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第40集  仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I(昭和57年 3月 )

第41集  年報 3(昭和57年 3月 )

第42集 郡山追跡―宅地造成に伴 う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )

第43集  栗遣跡 (昭和57年 8月 )

第44集  鴻ノ巣追跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )

第45集  茂庭一茂庭住宅団地造成工事地内遺跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第46集 郡山遺跡皿―昭和57年度発掘調査概要― (昭和58年 3月 )

第47集 仙台平野の遺跡群Ⅱ一昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第48集 史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )

第49集  仙台市文化財分布調査報告 I(昭和58年 3月 )

第50集 岩切畑中追跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第51集 仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )

第52集  南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 2次調査報告 (昭和58年 3月 )

第53集  中田畑中追跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第55集 南小泉遺跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )

第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )

第57集  年報 4(昭和58年 3月 )

第58集  今泉城跡 (昭和58年 3月 )

第59集 下ノ内浦追跡 (昭和58年 3月 )

第60集 南小泉遺跡―倉庫建築に伴 う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第61集 山口追跡Ⅱ―仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )

第62集  燕沢遺跡 (昭和59年 3月 )

第63集  史跡陸奥国分寺跡昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )

第64集 郡山遺跡Ⅳ―昭和58年度発掘調査概要― (昭和59年 3月 )

第65集  仙台平野の遺跡群Ⅲ―昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )

第66集  年報 5(昭和59年 3月 )

第67集 富沢水田追跡―第 1冊―泉崎前地区 (昭和59年 3月 )

第68集  南小泉追跡―都市計画街路建設工事関係第 3次調査報告 (昭和59年 3月 )

第69集 仙台市高速鉄道関係追跡調査概報皿 (昭和59年 3月 )

第70集 戸ノ内遺跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )

第71集  後河原追跡 (昭和59年 3月 )

第72集  六反田追跡 Ⅱ (昭和59年 3月 )

第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ (昭和59年 3月 )

第74集 郡山遺跡 V一昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )

第75集 仙台平野の遺跡群Ⅳ (昭和60年 3月 )

第76集  仙台城三ノ九跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第77集  山田上ノ台追跡―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第78集  中田畑中遺跡―第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第79集  欠ノ上 I遺跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第80集  南小泉遺跡―第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第81集  南小泉遺跡―第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ (昭和60年 3月 )

第83集  年報 6(昭和60年 3月 )

第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )

第85集  宮城県仙台市愛宕山装飾横穴古墳発掘調査報告書 (昭和60年 8月 )

第86集 郡山追跡Ⅶ (昭和61年 3月 )

第87集  仙台平野の追跡群 V一昭和60年 度発掘調査報告書一
`昭

和61年 3月 )

第88集  上野遺跡発掘調査報告書

第89集  仙台市高速鉄道関係追跡調査概報V



第90集 若林城跡―平安時代の集落跡

第91集 東北電力鉄塔関係遺跡調査報告書

第92集  五城中】し窯跡発掘調査報告書

第93集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅳ

第94集 年報 7(昭和61年 3月 )

仙台市文化財調査報告書第94集

昭 和 60年 度

年   報   7
昭和 61年 3月

発行 仙 台 市 教 育 委 員 会

仙台市国分町 3-7-1
仙台市教育委員会社会教育謀

印刷 株式会社 東 剪ヒプ リ ン ト

仙台市立町24-24 TEL263-1166




